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まえがき 

 
近 年 、建 設 業 界 で は 技 能 労 働 者 の ⾼ 齢 化 、新 規 ⼊ 職 者 の 減 少 等 に よ

る 労 働 ⼒ 不 ⾜ に 対 応 す る た め の ⽣ 産 性 向 上 が 喫 緊 の 課 題 と な っ て い
ま す 。こ れ に 対 し 、⽇ 本 建 設 業 連 合 会 で は 様 々 な 施 策 を 推 進 し て い る
と こ ろ で す 。そ れ ら 施 策 の 中 で 建 設 ⼯ 事 作 業 へ の ロ ボ ッ ト 導 ⼊ に よ る
効 果 が 期 待 さ れ て い ま す が 、各 社 と も 経 験 が 少 な く 、ま た 、実 際 に 建
設 現 場 へ 導 ⼊ で き る ロ ボ ッ ト が ま だ 少 な い こ と か ら 、ど こ か ら ⼿ を 付
け た ら よ い の か わ か ら な い 状 況 か と 思 わ れ ま す 。  

こ の よ う な 状 況 を 少 し で も 改 善 し 、建 設 現 場 で の ロ ボ ッ ト 導 ⼊ の 敷
居 を 低 く し 、ロ ボ ッ ト 活 ⽤ を 拡 ⼤ し 普 及 に 寄 与 す る た め 、建 築 ロ ボ ッ
ト 専 ⾨ 部 会 で は 、「 建 築 現 場 に お け る ロ ボ ッ ト 導 ⼊ ガ イ ド ラ イ ン 」 を
作 成 し ま し た 。  

こ の ガ イ ド ラ イ ン は 、建 設 現 場 で こ れ か ら ロ ボ ッ ト を 導 ⼊ し た い と
考 え て い る 担 当 者 が 参 照 し 、ロ ボ ッ ト を ⾃ 分 の ⼯ 事・作 業 に 使 う た め
に 、何 を 、ど の よ う に す れ ば よ い の か 、計 画・管 理 の 参 考 と し て も ら
お う と す る も の で す 。  

こ れ ら に よ っ て 建 設 現 場 で の ロ ボ ッ ト 導 ⼊ が 進 む こ と が で き る な
ら 幸 い で す 。  

 
⼀般社団法⼈ ⽇本建設業連合会         
建築ロボット専⾨部会 主査  宮⼝ 幹太 
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第１章 本ガイドラインの位置付け 

第１節．本ガイドラインの⽬的 

本 ガ イ ド ラ イ ン は 、建 築 ロ ボ ッ ト の 現 場 導 ⼊ を 検 討 、計 画 、準 備 、実 施 す る 時
に 加 え 、導 ⼊ 後 の 効 果 検 証 を ⾏ う 時 に 参 考 と な る 情 報 を 、各 種 の 建 築 ロ ボ ッ ト 導
⼊ 事 例 を も と に 取 り 纏 め た も の で あ る 。  

建 築 ロ ボ ッ ト に か か わ る 建 設 会 社（ 現 場 お よ び 内 勤 部 署 ）、専 ⾨ ⼯ 事 会 社 、協
⼒ 会 社 が 、ロ ボ ッ ト が 導 ⼊ 可 能 な 現 場 条 件 、導 ⼊ の メ リ ッ ト 、検 討 か ら 導 ⼊ ま で
の 流 れ 、導 ⼊ に 必 要 な 現 場 の 環 境 整 備 と 費 ⽤ 、導 ⼊ 効 果 の 求 め ⽅ な ど を 本 ガ イ ド
ラ イ ン で 確 認 し 、 ⽬ 的 に 沿 っ た 最 適 な ロ ボ ッ ト 導 ⼊ を 実 施 で き る こ と を ⽬ 的 と
し て い る 。  
 

第２節．本ガイドラインが調査対象とするロボット 

本 ガ イ ド ラ イ ン で は 、 実 際 の 現 場 に 導 ⼊ し た 建 築 ロ ボ ッ ト を ① 既 存 の 技 術 を
⾼ 度 化 し た ロ ボ ッ ト 、② 新 し い 技 術 や ⼿ 法 を ベ ー ス に し た ロ ボ ッ ト 、③ 販 売・レ
ン タ ル 可 能 な ロ ボ ッ ト 、④ 協 ⼒ 業 者 が 持 ち 込 み 導 ⼊ し た ロ ボ ッ ト 、⑤ ⼩ 中 規 模 の
現 場 に も 導 ⼊ 可 能 な ロ ボ ッ ト 、 ⑥ 現 場 環 境 整 備 を ⾏ い 導 ⼊ し た ロ ボ ッ ト の ６ つ
に 分 類 し 、 対 象 と な る 建 築 ロ ボ ッ ト を 選 定 し た （ 表 1-1）。 加 え て 、 選 定 し た ロ
ボ ッ ト の 現 在 の 実 ⽤ 化 レ ベ ル に つ い て も 表 1-1 に 記 載 す る 。  
 

表 1-1 調査対象の建築ロボット分類と名称 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実⽤化レベル
調査ロボット名称対象ロボット分

類 現場実証販 売レンタル

〇Robo-Carrier（清⽔建設）
搬送ロボット

① 〇スクイニ―（⽵中⼯務店、⿅島建設）

〇TawaRemo（⽵中⼯務店）遠隔操縦

〇T-iROBO Slab Finisher（⼤成建設）床仕上げロボット
②

〇ひび割れ検査ロボット（安藤ハザマ）検査ロボット

〇〇KEMARO K900（⼤林組、PLiBOT）清掃ロボット
③

〇かもーん（⽵中⼯務店、レンタルのニッケン）搬送ロボット

〇トモロボ（建ロボテック）鉄筋結束ロボット
④

〇リバイブロボ（フロアエージェント）コンクリート打設ロボット

〇〇SumiROBO（⽇⽴チャネルソリューションズ）墨出しロボット⑤

〇SpotMini（⽵中⼯務店）遠隔監視ロボット
⑥

〇Robo-Buddy（清⽔建設）多能⼯作業ロボット
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 表 1-1 に記載した建築ロボットを対象に開発者や導⼊担当者、レンタル会社などへヒア
リングを⾏い、実際に⾏った導⼊計画、導⼊に向けた環境整備、現場導⼊時の管理⽅法、な
らびに導⼊効果の検討について取り纏め、その内容を第 3 章から第 6 章にかけて記載した。
参考情報として表 1-1 に記載した建築ロボットの概要を表 1-2 に⽰す。また、各章における
建築ロボットのヒアリング内容や回答の有無について⼀覧表にまとめたものを表 1-3 から
表 1-6 に⽰す。 

本 ガ イ ド ラ イ ン に 掲 載 し て い る 内 容 お よ び 費 ⽤ 、歩 掛 等 に つ い て は 、本 ガ イ ド
ラ イ ン 完 成 時 （ 令 和 6 年 5 ⽉ 31 ⽇ ） の も の で あ る 。  

な お 、本 ⽂ 中 の ※が記載されている⽤語については、⽤語集の当該番号を参照のこと。 
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表 1-2 調査対象ロボットの概要 
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表 1-3 各章ヒアリング内容の⼀覧（３章−１） 
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低コスト 〇 〇

監督署への届出、確認 〇 〇

仮設材や容器の⼿配 〇

現場⼯程の影響を抑える 〇 〇

最適な現場の選定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

現場職員や作業員の⼿間が増えない 〇 〇 〇

通信環境の整備 〇

技術者の常駐 〇

品質の確保 〇 〇

安全の確保 〇 〇

セットアップの容易さ 〇

⼿厚いサポート体制 〇 〇 〇

取り扱い説明 〇 〇

資材搬送（垂直） 〇

資材搬送（⽔平） 〇 〇 〇

揚重作業 〇

コンクリート床仕上げ 〇

ひび割れ検査 〇

清掃作業 〇

鉄筋結束 〇

コンクリート均し作業 〇

基準マークの地⾯印字 〇

コンクリート⾼さ計測 〇

巡回業務の遠隔化 〇

現場管理（安全、予実） 〇

測量 〇

天井ボード貼り 〇

OAフロア設置 〇

ロボット動作内容 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

動作スピード 〇 〇 〇

安全センサの充実度 〇 〇

必要な操作オペレーターの⼈数 〇 〇

ロボットの⼤きさ 〇

ロボットの重量 〇

ロボットのコスト 〇 〇 〇

AIの精度 〇

画像の取得⽅法 〇 〇

ユーザーインターフェース 〇

現場の⼤きさ 〇

SLAMの適⽤可能性 〇

現場作業との⼲渉 〇

ロボットの操作性 〇 〇

レンタル費⽤ 〇

⾃動化レベル 〇

導⼊効果 〇 〇 〇

導⼊実績 〇

運搬⽅法 〇

⾬天時の使⽤ 〇

⾃動エレベータの設置 〇

通信環境の要否 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３
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表 1-4 各章ヒアリング内容の⼀覧（３章−２） 
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段差・スロープ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

床の耐荷重 〇

通信環境の整備 〇 〇 〇 〇 〇 〇

降⾬・降⽔・⽔たまり 〇 〇 〇 〇 〇 〇

粉塵 〇

ガラス 〇

夜間作業・夜間稼働 〇 〇 〇

オペレーターの操作技術 〇 〇 〇 〇 〇

現場の⽚付け 〇

ロボットの搬⼊スペース 〇 〇

ロボットに対する⼗分な作業量 〇 〇 〇

ロボット⽤作業図⾯の作成 〇 〇

現場内の⾒通しの良さ 〇 〇

ロボット作業エリア・動線の確保 〇 〇 〇 〇 〇

床の平坦性 〇 〇 〇 〇

安全法令検討 〇 〇 〇 〇

特別な安全対策 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フロアからの落下防⽌対策 〇 〇 〇

⼈・障害物との接触対策 〇 〇 〇 〇 〇

リスクアセスメント 〇 〇

監督署への届出、確認 〇

PL法の検討 〇

遠隔監視機能 〇

積載物落下防⽌対策 〇

表⽰灯の設置 〇

⾮常停⽌ボタン 〇 〇 〇

保険加⼊ 〇

床耐荷重の検討 〇

導⼊費⽤算出 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

導⼊効果試算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

導⼊にかかる期間 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

導⼊作業⽇数の予定と実際の差異 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３
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表 1-5 各章ヒアリング内容の⼀覧（４章、５章） 

章
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通信環境 ※凡例参照 W/C C W W A A A W/C W
段差部への対策 〇 〇 〇
地ばい配線の回避 〇
現場動線・区画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
体制構築 ※凡例参照 開 ロ 開 開 施 協 施
現場環境整備 ※凡例参照 元 施
作業指導 ※凡例参照 ロ ロ 製 ロ 製 製
作業管理 ※凡例参照 ロ 製 施 施 施 施
操作 ※凡例参照 施 協 協 協 協 協 協 製 施協 開 開協
メンテナンス ※凡例参照 ロ 協 製 ロ レ 製
作業員名簿 〇 〇 〇 〇
連絡体制表 〇
新規⼊場教育 〇
作業計画書・実証計画書 〇 〇 〇
始業前点検表・⽇常点検表 〇 〇 (〇) 〇 〇 〇 (〇) (〇)
安全ミーティング 〇 〇 〇 〇 ○
リスクアセスメント 〇 〇 〇
現場内への周知 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
レンタル契約 〇 〇 〇 〇 〇
製造会社との契約 〇 〇 〇
秘密保持契約 〇 〇
保険 〇 〇 〇 〇 〇
定期点検の実施 〇
作業前点検の実施 〇 〇 〇 〇 〇
専⽤の点検表あり 〇
点検不要 〇 〇
開発中のため定めていない 〇 〇 〇
稼働ルートの周知 〇 〇 〇
稼働ルートの区画 〇 〇 〇 〇 〇
夜間使⽤を前提とした使⽤ 〇
開発中のため定めていない 〇 〇 〇
KY活動 〇 〇 〇 〇
稼働ルートの周知 〇 〇 〇 〇
導⼊時に周知会を実施 〇 〇
夜間使⽤を前提とした使⽤ 〇
開発中のため定めていない 〇 〇
専⽤オペレーターによる運転 〇
作業員教育による運転 〇 〇 〇 〇
⾃動⾛⾏のため操作者不要
ロボット提供側による教育あり 〇 〇
専⽤オペレーターのため教育不要

開発中のため定めていない 〇 〇
リース・レンタル料 〇 〇 〇 〇 〇
基本料⾦ ー
保証サービス保険 〇
専⽤オペレーター費 〇 ー 〇
作業員労務費（教育による運転） ？ 〇
教育費⽤（ロボット提供会社による） 〇
通信環境が必要 〇 −
消耗品あり − 〇 〇 − 〇 〇
開発段階で算出していない 〇
整備費 − − − −
修理発⽣時のみ − − 〇
保管費 〇
維持管理費 〇

運搬費 ？ 〇 〇 〇 ？ 〇

 W：インフラとしてのWi-Fi、C：セルラー回線、A：アドホックモードでのWi-Fi
 開：開発部⾨、ロ：ロボット管理部⾨、施：施⼯管理、協：協⼒会社、製：製造元（含輸⼊代理店）、レ：レンタル元
 (〇)：⼀般的な管理項⽬として実施、？：不明、ー：特になし

運
転

教
育

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

返
納

コ
ス

ト

凡例

４
章

環
境

整
備

運
⽤

体
制

安
全

管
理

各
種

契
約

５
章

点
検

⽅
法

稼
働

条
件

周
囲

を
含

む
安

全
配

慮
運

転
・

操
作
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表 1-6 各章ヒアリング内容の⼀覧（６章） 

 

章

節
の

内
容

ヒアリング内容

Ro
bo

-C
ar

rie
r

ス
ク

イ
ニ

ー

Ta
wa

Re
m

o

T-
iR

OB
O 

Sl
ab

 F
in

ish
er

ひ
び

割
れ

検
査

ロ
ボ

ッ
ト

KE
M

AR
O 

K9
00

か
も

ー
ん

ト
モ

ロ
ボ

リ
バ

イ
プ

ロ
ポ

Ｓ
um

iR
OB

O

Sp
ot

M
in

i

Ro
bo

-B
ud

dy

従来⼯法との⽐較 〇 〇 ー ー 〇 〇 〇 〇

コスト⽐較 ー ー 〇 〇

省⼈化、⽣産性向上 ー ー 〇 〇 〇

作業環境向上（作業負荷の低減等） ー ー

環境負荷低減（CO2削減効果等） 〇 ー ー

品質向上 ー ー 〇

社外への技術アピール 〇

率直な感想（使⽤感、操作性） ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
運⽤実績の確認
（仕事量、タイムスケジュール等）

〇 ー 〇

実際の効果
（コスト、⽣産性、時間、疲労軽減）

〇 ー 〇 〇 〇

不具合時の対応の振り返り、
システム改善点、運⽤⾯の課題

〇 ー 〇 〇 〇

適⽤の可能性 ー 〇 〇 〇 〇

稼働率や稼働時間の向上 〇 ー 〇 〇

建築ロボットのコスト低減 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇 〇

付帯費⽤低減 〇 ー

活⽤⽅法によるコスト低減 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇

社会環境整備 〇 ー 〇 〇

 〇：実施、ー：回答なし
凡例

６
章

導
⼊

効
果

算
出

利
⽤

者
ヒ

ア
リ

ン
グ

導
⼊

コ
ス

ト
低

減
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第２章 建築ロボットの導入フロー 

第１節．建築ロボットの導⼊フローについて 

本 節 で は 、 実 際 の 現 場 に お い て 建 築 ロ ボ ッ ト を 導 ⼊ す る 際 の 注 意 点 や 検 討 か
ら 導 ⼊ ま で の 流 れ 等 に つ い て 、 図 2-1 に ⽰ す 。  

 
 

 
 
 

 
 
）  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-1 建 築 ロ ボ ッ ト の 導 ⼊ フ ロ ー  

１．現場環境整備 
２．運⽤体制の整備 
３．労働基準監督署対応 
４．管理帳票の整備 
５．ロボット操作教育 
６．各種契約 

（レンタル期間、保証内容、保険など） 

１．⽇常管理、安全教育 
２．トラブル対応、予防対策 
３．ランニングコスト（⼈件費、消耗品など） 
４．ロボット返納整備コスト 
５．想定外の事象 

１．導⼊効果算出 
２．利⽤者へのヒアリング 
３．導⼊コスト低減の検討 

１．現場要求の整理 
２．対象物、対象作業の決定 
３．ロボットの機種選定 

４．現場条件の検討 
 （作業スペース、段差、安全柵など） 
５．安全法令との整合、安全対策の検討 
６．導⼊費⽤、導⼊効果試算 
７．建築ロボット作業⼯程 

Ⅱ.環境整備（第４章） 

Ⅲ.現場導入（第５章） 

Ⅳ.導入効果検討（第６章） 

Ⅰ.建築ロボット導入計画（第３章） 

（ 概 要 ）ロ ボ ッ ト の 機 種 選 定 に は 、現 場
要 求 事 項 や 対 象 物 、対 象 作 業 か ら 決 定 す
る ⽅ 法 が あ る 。今 回 事 例 と し て 挙 げ て い
る ロ ボ ッ ト に は 、試 ⾏ 段 階 の 機 種 も あ る
た め 注 意 が 必 要 。  

（ 概 要 ）ロ ボ ッ ト を 安 全 、効 率 的 に 運 ⽤
す る た め に は 、 現 場 内 を ロ ボ ッ ト に 適
し た 環 境 に 整 備 す る こ と が 重 要 。 こ こ
で は 、 導 ⼊ に 当 た り 、 機 種 毎 の 現 場 環
境 、運 ⽤ 体 制 、管 理 帳 票 の 整 備 と 操 作 教
育 、 各 種 契 約 に つ い て 必 要 な 項 ⽬ を 例
⽰ 。  

（ 概 要 ）ロ ボ ッ ト の 現 場 導 ⼊ 時 に 必 要 な
⽇ 常 管 理 、安 全 教 育 お よ び 起 こ り や す い
ト ラ ブ ル 対 応 と 予 防 対 策 等 に つ い て 整
理 し た 。ま た 、ラ ン ニ ン グ コ ス ト や 返 納
整 備 コ ス ト 、 想 定 外 の 事 象 を 例 ⽰ 。  

（ 概 要 ）建 築 ロ ボ ッ ト は 開 発 途 上 の 技 術
も 多 く 、改 良 の た め の エ ビ デ ン ス と し て
検 討 す べ き 項 ⽬（ 導 ⼊ 効 果 算 出 、利 ⽤ 者
へ の ヒ ア リ ン グ 、 導 ⼊ コ ス ト 低 減 検 討 ）
を 例 ⽰ 。  

（ 概 要 ） 選 定 す る ロ ボ ッ ト の 機 種 に よ
り 、必 要 な 現 場 条 件 が 異 な る 。必 要 な 現
場 条 件 の 把 握 、安 全 対 策 、導 ⼊ 費 ⽤ と 効
果 お よ び 現 場 の 作 業 ⼯ 程 の 進 捗 に 対 応
可 能 か な ど 、 事 前 検 討 が 必 要 。  



12 
 

第２節．建築現場におけるロボット活⽤の安全指針との関連性 

建築⼯事における安全施⼯については、建築基準法、労働安全衛⽣法その他関係法令等に
おいて定めているが、建築現場におけるロボット活⽤の安全指針は「建設⼯事従事者の安全
及び健康の確保に関する基本的な計画」（令和 5 年 6 ⽉ 13 ⽇策定）に記載の、建設⼯事従
事者の安全及び健康に関する意識の啓発に係る⾃主的な取組みとして、本導⼊ガイドライ
ンと同様、⼀般社団法⼈ ⽇本建設業連合会主体のもと、建築ロボット関係事業者間におい
て検討を⾏っている。 

建築現場におけるロボット活⽤の安全指針で検討されているリ ス ク ア セ ス メ ン ト フ
ロ ー 案 と 、本導⼊ガイドラインで検討した建 築 ロ ボ ッ ト の 導 ⼊ フ ロ ー の 関 連 性 に つ
い て 、 図 2-2 に ⽰ す 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-2 建 築 ロ ボ ッ ト の 導 ⼊ フ ロ ー と リ ス ク ア セ ス メ ン ト フ ロ ー 案 と の 関 連 性  

  

（建築ロボットの導⼊フロー） （リスクアセスメントフロー案） 

Ⅰ.建築ロボット導⼊計画 
（本ガイドライン 第３章） 

Ⅱ.環境整備 
（本ガイドライン 第 4 章） 

Ⅲ.現場導⼊ 
（本ガイドライン 第 5 章） 

 

Ⅳ.導⼊効果の把握 
（本ガイドライン 第 6 章） 

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
 

第 4 章 施⼯ロボット導⼊計画 
・ロボットの機種選定 
・要求機能の明確化 

第 5 章 危険度の判定 

第 7 章 危険度が⼤きいロボット
導⼊時の対策 

リスクの評価 

安全対策の実施 

危険度⼤ 危険度⼩ 

リスクアセスメントフロー 

第 6 章 危険度が⼩さい 
ロボット導⼊時の対策 

第 8 章 現場導⼊ 

※施⼯者の判断にて適宜 
 労働基準監督署等へ相談 
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第３章 導入計画 

第１節．現場要求の整理 

建 築 ロ ボ ッ ト を 現 場 に 導 ⼊ す る 際 に 、 現 場 の 要 求 事 項 を ⼗ 分 に 確 認 す る 必 要
が あ る 。 以 下 に 各 ロ ボ ッ ト の 現 場 要 求 を ま と め た も の を ⽰ す 。 

 
表 3-1 各ロボットにおける現場要求例 

ロボット名称 導⼊計画時の現場要求例 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

Robo-Carrier 
  現 場 ⼿ 間 の 低 減 と 低 コ ス ト 化  
  労 働 基 準 監 督 署 へ の 確 認 、法 定 申 請 等 の 必 要 性

の 有 無 の 確 認  
  ロ ボ ッ ト 導 ⼊ に 必 要 な 仮 設 材 の 種 類 と ⼿ 配  
  ロ ボ ッ ト の 搬 ⼊ か ら 稼 働 の ⽇ 程 調 整  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
ス ク イ ニ ー  

  ス ク イ ニ ー の 適 ⽤ 条 件 を 満 た し て い る 現 場 の
選 定  

  導 ⼊ す る こ と で 現 場 職 員 の ⼿ 間 が 増 加 し な い
こ と  

  ス ク イ ニ ー は BIM※ 5 か ら の 地 図 を 使 ⽤ し て お
り 、 段 差 に 関 す る 現 場 か ら の 要 望 は 少 な い  

  導⼊前に現場で使⽤する運搬容器の要望を確認 
  搬送資材との相性の確認 

【 遠 隔 操 縦 】  
TawaRemo 

  通 信 切 断 時 の 早 期 復 旧 を 可 能 に す る た め 、無 線
と 有 線 の 2 系 統 を 準 備 す る こ と  

  導 ⼊ 当 初 は 、ト ラ ブ ル が あ れ ば 直 ぐ に 対 応 が で
き る よ う 技 術 者 を 常 駐 さ せ る こ と  

【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  
T-iROBO Slab Finisher 

  品 質 的 に 通 常 施 ⼯ と 同 等 に す る こ と  

【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  
ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  

  開 発 部 ⾨ ま た は ロ ボ ッ ト 開 発 業 者 が 検 査 ⼀ 式
を 実 施 す る こ と  

【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

  安 全 に 運 ⽤ で き る か の 確 認  
  設 定 が 容 易 に で き る か の 確 認  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

  試 ⽤ 期 間 中 に お け る ⼿ 厚 い サ ポ ー ト  
  開 発 機 械 は ま だ 発 展 途 中 の 場 合 が あ る た め 、現

場 が 不 便 を 感 じ た 場 合 に 即 時 対 応 す る こ と  
  事 前 に 実 機 を ⽤ 意 し 取 り 扱 い 説 明 を ⾏ う こ と  
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【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

  ロ ボ ッ ト の 運 ⽤ に 対 し て 鉄 筋 ⼯ の ⼿ 間 が 掛 か
ら な い こ と  

  現 場 ⼯ 程 に 影 響 が 無 い こ と  
  ロ ボ ッ ト の 操 作 ⼿ 順 を 鉄 筋 ⼯ へ 指 導 す る こ と  

【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  
リ バ イ ブ ロ ボ  

  要 求 品 質 を 確 保 で き る こ と  
  コ ス ト 調 整  

【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

  事 前 打 合 せ の 実 施  
  作 図 や ロ ボ ッ ト 操 作 の レ ク チ ャ 等 の サ ポ ー ト

範 囲 の 確 認  
  現 場 関 係 者 に 対 す る ロ ボ ッ ト の 概 要 説 明 、作 図

の 概 要 説 明  
  ロ ボ ッ ト の 稼 働 に 対 す る 必 要 な 具 体 的 安 全 対

策 の 提 ⽰  
【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

  特 に な し  

【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

  施 ⼯ 計 画 書 の 作 成 と 労 働 基 準 監 督 署 へ の 説 明  
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第 2 節．対象物、対象作業の決定  

現 場 へ の ロ ボ ッ ト 導 ⼊ に 関 し て 、 ロ ボ ッ ト が 実 施 す る 作 業 の 範 囲 や 対 象 を 把
握 し た う え で 導 ⼊ を 検 討 す る こ と な る 。 以 下 に 各 ロ ボ ッ ト の 作 業 対 象 及 び 作 業
者 を ⽰ す 。  
 

表 3-2 各ロボットにおける対象物・対象作業例 
ロボット名称 対象物、対象作業の例 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

Robo-Carrier 
  資 材 搬 送 （ 垂 直 ・ ⽔ 平 ）  
  物 流 施 設 に お け る プ ラ ス タ ー ボ ー ド ※ 6、軽 量 鉄

⾻ 材 の ⽔ 平 運 搬 作 業  
  軽 量 鉄 ⾻ 材 は ⻑ 尺 物 （ L=6.4m） の ⽔ 平 移 動  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
ス ク イ ニ ー  

  資材の⽔平移動 
  対象材料は、最⼤幅 2ｍまでのボード、ダクト、内装

材、耐⽕被覆の岩綿材、短い ECP※ 7、廃材等 
  カゴ台⾞、NR ボックス※ 8、専⽤パレット、平押し台

⾞、リン⽊を敷いて直置きなど 
【 遠 隔 操 縦 】  

TawaRemo 
  建 設 現 場 で の タ ワ ー ク レ ー ン を ⽤ い た 揚 重 作

業 全 般  
【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  

T-iROBO Slab Finisher 
  コンクリート床仕上げ施⼯  
  対象となる作業員は、⼟間⼯（コンクリート床仕上げ

施⼯を実施する作業員） 
【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  

ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  
  作業：コンクリート床⾯のひび割れ検査 
  ⼈：墨出し⼯またはゼネコン職員 

【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

  現場の中のエリアの⼀部の清掃作業 
  ⽇常の清掃を対象に１台１台が割り当てられたエリ

アを清掃 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

  左 官 作 業 者 が 使 ⽤ す る モ ル タ ル な ど 重 い 材 料 、
個 数 が 多 い 材 料 な ど の 軽 微 運 搬  

  そ の 他 に 仮 設 資 材 の 運 搬  
  搬⼊⼝が狭く、搬⼊が難しい 600 ㎏までの運搬 

【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

  平 場 な ス ラ ブ 筋 の 結 束  
  直 交 す る D10〜 D29（ 太 径 は 重 ね 本 数 に 制 限 あ

り ） の 交 点 部 の 結 束  
  開 ⼝ 補 強 な ど の 斜 め 筋 は 結 束 で き な い  
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【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  
リ バ イ ブ ロ ボ  

  コ ン ク リ ー ト 均 し 作 業  
 

【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

  主 に ゼ ネ コ ン （ か ら の 指 ⽰ で 測 量 会 社 の 専 ⾨
家 ）が 実 施 し て い る 間 仕 切 り 等 に 使 ⽤ す る 逃 げ
墨 を 描 く た め に 、基 準 と な る マ ー ク を 地 ⾯ に 印
字 す る 作 業  

  主 に 設 備 会 社 毎（ か ら の 指 ⽰ で 多 能 ⼯ ）が 実 施
し て い る 機 器 据 え 付 け 位 置 の 基 準 と な る マ ー
ク を 地 ⾯ に 印 字 す る 作 業 の 代 替  

  主 に ゼ ネ コ ン （ か ら の 指 ⽰ で 測 量 会 社 の 専 ⾨
家 ）が 実 施 し て い る 打 設 後 の コ ン ク リ ー ト の ⾼
さ 計 測 の 代 替  

【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

  職 員 の 巡 回 業 務 の 遠 隔 化 。安 全 確 認 や 予 実 確 認
（ ⾃ 律 ⾛ ⾏ ） 等  

  測 量 （ 試 ⾏ の み ）  
  作 業 所 職 員 か ら の ヒ ア リ ン グ や 、ロ ボ ッ ト の 実

施 可 能 な 範 囲 か ら 決 定  
  階段を使⽤したフロア間移動 
  ア ー ム は 搭 載 せ ず 、 カ メ ラ で 実 施 で き る 内 容  

【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

  天井ボード（⽯膏ボード）貼り 
 OA フロア設置 
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第 3 節．ロボットの機種選定  

現 場 導 ⼊ す る ロ ボ ッ ト の 機 種 を 選 定 す る 際 に 、 同 様 の ロ ボ ッ ト と の 性 能 や 機 能
な ど の ⽐ 較 を ⾏ う 必 要 が あ る 。 以 下 に 本 ガ イ ド ラ イ ン で 対 象 と し た ロ ボ ッ ト を
導 ⼊ す る 際 に 検 討 す べ き 項 ⽬ に つ い て 記 載 す る 。  
 

表 3-3 各ロボットにおける機種選定の検討項⽬ 
ロボット名称 機種選定の検討項⽬ 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

Robo-Carrier 
  どのような動作をするか（⻑尺物が運搬できるか、運

搬時の回転の有無など） 
  ⾛⾏スピードや動作速度により作業歩掛りを考慮、安

全センサ類の充実度など 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

ス ク イ ニ ー  
  作業員 3〜4 ⼈と ELV（エレベータ）オペレーター1

⼈で間配っていた材料をスクイニー1 台と ELV オペ
レーター1 ⼈ 操作オペレーター1 ⼈で ELV の空い
ている夜間作業で⾏うことが可能 

  積み込みの⾼さは、安定が保てれば特に制限は無い 
【 遠 隔 操 縦 】  

TawaRemo 
  遠 隔 操 作 す る 揚 重 機 を 作 業 所 に 本 格 導 ⼊ し た

事 例 が な い た め 、 検 討 項 ⽬ な し  
【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  

T-iROBO Slab Finisher 
  ハンドトロウェル※ 9 との⽐較 

検討内容は⼤きさ、重さ、コスト、⾃律動作性能、 
操作性能等 

【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  
ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  

  ドローンや他のひび割れ検出 AI との⽐較 
  画像の取得⽅式と、AI の精度、表⽰⽅法 

【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

  1000m2/h の清掃能⼒でカバーでき、SLAM※ 10 マップ
の構築で歪み等が発⽣しない程度の⼤きさの現場 

  マッピング可能（４隅に壁があり、床⾯がフラットで
ある、天井の⽌⽔が終わっている、など）な現場 

  別作業との⽀障が発⽣しないこと 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

  台 ⾞ を 使 ⽤ し た 従 来 運 搬 ⽅ 法 と の ⽐ 較  
  ⾼ 齢 の 作 業 者 で も 、 操 作 が 容 易 で あ る こ と  
  使 い 勝 ⼿ と レ ン タ ル 費 ⽤ の 確 認  
  事前にデモプレゼンをおこない操作感と使い勝⼿を

確認頂き採⽤か否かを決定 
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【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

  配筋ピッチ＠100〜300、かぶり 30 以上、スペーサは
鉄筋交点を交すこと 

  スラブの端部に「スライダー」をセットしておけば⾃
動で折り返して結束 

  壁の差し筋があると隣のスラブへロボットが移動で
きない 

  現時点では結束できない箇所があるとロボットが⽌
まるが、⾶ばして結束するように改良する予定 

【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  
リ バ イ ブ ロ ボ  

  施 ⼯ ⾯ 積 は 約 1000 ㎡ /台 。バ ッ テ リ ー の 効 果 や
使 ⽤ ⽅ 法 を ⼯ 夫 す れ ば ポ ン プ ⾞ １ 台 の 打 設 範
囲 の 施 ⼯ も 可 能  

【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

  事 前 準 備 ボ リ ュ ー ム（ 図 ⾯ 作 成 等 ）、現 場 で の 操
作 性 、精 度 、作 業 ス ピ ー ド 、作 業 範 囲 、導 ⼊ の
前 提 条 件 、安 全 性 の 考 慮 、導 ⼊ 効 果 、⾦ 額 、実
績 等 （ ⽇ ⽴ 回 答 ）  

  導 ⼊ に あ た り 、運 搬 ⽅ 法 、⾬ 天 時 の 使 ⽤ 可 否 を
検 討  

【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

 安定性、転倒リスクが少ないこと 
 ELV は使⽤しない 

【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

 ELV の有無 
 通信環境（Wi-Fi）が必要 
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第 4 節．現場条件の検討（作業スペース、段差、安全柵など） 

ロ ボ ッ ト を 導 ⼊ す る 際 に 検 討 が 必 要 な 作 業 ス ペ ー ス 等 の 現 場 条 件 を 以 下 に ⽰
す 。  
 

表 3-4 各ロボットにおける現場条件 

ロボット名称 
現場条件の検討 
（作業スペース、段差、安全柵など） 

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
Robo-Carrier 

  ⼯ 事 ⽤ ELV ⼊ ⼝ の 踏 み 板 の 種 類 と ⾓ 度 、 現 場
内 段 差 及 び ス ロ ー プ の 有 無  

  ⼀ 般 的 な 床 の 耐 荷 重 と ロ ボ ッ ト の ⽬ 標 ⾃ 重 確
認  

  条件を満たした通信環境：事前の電波測定でそのまま
では作業不可の場合は、作業所と対策検討を実施  

  ロボット⾃体の搬⼊出⽅法：1/20 以下の勾配でなけ
れば⾃⾛ができないため、検討を実施 

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
ス ク イ ニ ー  

  作業の想定として、⼣⽅から夜間での資材搬⼊出、段
差、降⾬、⽔たまり、粉塵がないこと 

  外部建具および耐⽕被覆が施⼯済みであること 
  その他、LiDAR※ 11 誤動作防⽌のため腰より低いガラ

ス⾯には、シート貼りが必要な場合あり 
  通信環境は基本 LTE で docomo、au、softbank の中か

ら適する SIM を選定 
【 遠 隔 操 縦 】  

TawaRemo 
  通 信 環 境 を 導 ⼊ 前 に 事 前 調 査 を ⾏ い 、操 作 者 に

つ い て は 作 業 所 と は 別 の 場 所 で 事 前 に 運 転 操
作 を 体 感  

  タ ワ ー ク レ ー ン の 組 ⽴ 作 業 が 夜 間 作 業 の た め 、
組 ⽴ の 進 捗 に 合 わ せ て 昼 、夜 と 作 業 時 間 の 調 整
必 要  

【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  
T-iROBO Slab Finisher 

  段差がないこと 
  差し筋やスリーブが少ないこと 
  作業床が平坦であること 
  開⼝部や外周には落下防⽌し措置が施されているこ

と 
【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  

ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  
  段差、勾配および降⾬の影響がないこと 
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【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

  ロ ボ ッ ト 稼 働 時 間 は 夜 間 の た め 、作 業 調 整（ 資
材 の 仮 置 き 等 の 調 整：作 業 終 わ り に ロ ボ ッ ト 周
り に モ ノ を 置 か な い 、地 這 配 線 を し な い 、な ど ） 

  現 場 環 境 と し て は 、フ ラ ッ ト か つ 上 ⽅・横 ⽅ 向
か ら ⾬ が ⼊ ら な い 程 度 で あ れ ば ⼗ 分  

  通 信 環 境 に つ い て は 、ロ ボ ッ ト ⾃ ⾝ が ア ク セ ス
ポ イ ン ト に な る た め 特 に 環 境 構 築 の 必 要 は な
し  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

  搬⼊スペースが必要 
 

【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

  ロ ボ ッ ト 重 量 が 約 38kg な の で ⼿ 運 び で き る 作
業 通 路 が あ れ ば 搬 ⼊ 可 能  

  バ ッ テ リ ー で 12 時 間 稼 働 で き 、 鉄 筋 結 束 カ ー
ト リ ッ ジ を 2 時 間 に １ 回 交 換 す れ ば 1 ⽇ 稼 働 が
可 能  

  平 場 の ス ラ ブ 筋 結 束 が 対 象 で 段 差 部 は 作 業 で
き な い  

  ロ ボ ッ ト 本 体 の ロ ー カ ル Wi-Fi で ス ラ イ ダ ー と
連 動 す る の で 現 場 の Wi-Fi 環 境 は 必 要 な い  

【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  
リ バ イ ブ ロ ボ  

  最 初 の 導 ⼊ な の で 万 が ⼀ の 不 具 合 に 備 え て 竣
⼯ 後 隠 れ る 部 分 に 採 ⽤  

【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

  ロ ボ ッ ト の 導 ⼊ 効 果 が ⾒ 込 め る 作 業 量 の 確 保
（ 空 調 、 電 気 な ど 複 数 業 者 に よ る 共 同 利 ⽤ ）  

  作 業 実 施 ⽇ の 数 ⽇ 前 ま で に 、設 計 図 ⾯ を 確 定 さ
せ る 調 整  

  各 設 備 会 社 の 墨 出 し 位 置 図 ⾯ の 集 約  
  ロ ボ ッ ト が ⾛ ⾏ で き る エ リ ア・⽇ 程 の 確 保（ 従

来 の 作 業 ⼯ 程 の 組 み 換 え 。 コ ン ク リ ー ト 打 設 、
養 ⽣ 明 け の 障 害 物 が 無 い 状 態 で ロ ボ ッ ト を 使
⽤ ）  

  広 い 施 ⼯ エ リ ア を 資 材 置 き 場 に せ ず 、⾒ 通 し が
良 い 状 態 を 確 保 す る 計 画  

  稼 働 中 に 上 階 か ら の ⽔ 漏 れ な ど が 無 い よ う に
す る 作 業 調 整  
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【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

  PoC（ Proof of Concept） を 実 施 す る に あ た り 、
幅 1m の 動 線 の 確 保  

  ⾬ 天 時 は 実 施 し な い 。 ⽇ 照 の 影 響 は な か っ た  
  通 信 環 境（ Wi-Fi、LTE）を 整 え た 。研 究 所 の 職

員 が 操 作 。 期 間 は １ 週 間 程 度  
  昼 間 に ⾛ ⾏ 、 作 業 し て い な い エ リ ア で の ⾛ ⾏

（ ⽴ ⼊ 禁 ⽌ ）  
【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

  床が平坦であること 
 広いスペースが必要（壁から 1ｍ以内は作業不可のた

め、事務所ビル・⼯場等に適している） 
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第 5 節．安全法令との整合、安全対策の検討 

建 築 ロ ボ ッ ト を 導 ⼊ す る に あ た っ て は 、 ロ ボ ッ ト ご と に 異 な っ た 安 全 対 策 が
必 要 と な る 。 こ こ で は 、 ロ ボ ッ ト ご と に 整 合 が 必 要 な 安 全 法 令 の 名 称 、 ま た ロ
ボ ッ ト ⾃ ⾝ ⼜ は 周 囲 の 環 境 に お い て ⾃ 主 的 に 実 施 し た 安 全 対 策 の 検 討 を ⽰ す 。  

ま ず 、 安 全 法 令 と の 整 合 に お い て は 、「 労 働 安 全 衛 ⽣ 法 」 と の 整 合 が 基 本 と
な っ て く る が 、 そ の 他 に も 搬 送 系 の Robo-Carrier は 「 JIS D6802-1997（ 無 ⼈
搬 送 ⾞ シ ス テ ム -安 全 通 則 ）」 や 、 製 造 物 と い う 観 点 か ら T-iROBO Slab 
Finisher で は 「 PL 法 （ 製 造 物 責 任 法 ） ※ 1」 と の 整 合 な ど も ⾏ わ れ て い る 。 ま
た 、 TawaRemo の よ う に 、 事 前 に 監 督 署 へ 届 出 が 必 要 な ケ ー ス も あ る の で 注 意
が 必 要 と な る 。  

更 に 、「 産 業 ロ ボ ッ ト の 80W 規 制 ※ 2」 に よ り Robo-Buddy の よ う に 産 業 ⽤ ロ
ボ ッ ト み な さ れ る か 否 か で 安 全 対 策 が 変 わ っ て く る ケ ー ス も あ る 。  

次 に 、 安 全 対 策 の 検 討 に お い て は 、 共 通 す る 対 策 と し て 【 緊 急 停 ⽌ 】【 他 作
業 員 ・ 障 害 物 と の 衝 突 防 ⽌ 】 な ど ロ ボ ッ ト ⾃ ⾝ に 対 す る 対 策 、 更 に は ロ ボ ッ ト
⾃ ⾝ で は な く 周 り の 環 境 に 対 策 （ 落 下 防 ⽌ 策 の 設 置 、 作 業 時 間 を ず ら す 調 整 な
ど ） も 必 要 と な っ て く る 。 基 本 的 に は ど の ロ ボ ッ ト も そ の ロ ボ ッ ト な り の リ ス
ク ア セ ス メ ン ト を 考 慮 し て ⾃ 主 的 に 安 全 対 策 を 実 施 し て い る と ⾔ え る 。  
 

表 3-5 各ロボットにおける安全適合、安全対策 
ロボット名称 安全法令との整合、安全対策の検討 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

Robo-Carrier 
（ 開 発 企 業 ）  

  導 ⼊ に 当 り 、【 JIS D6802-1997（ 無 ⼈ 搬 送 ⾞ シ
ス テ ム -安 全 通 則 ）】 に よ り 検 討 、 JIS D6802-
1997 は 建 設 現 場 を 想 定 し て い な い た め 、 リ ス
ク ア セ ス メ ン ト を 元 に ⾃ 主 的 に 、追 加 す る 下 記
の よ う な 安 全 装 備 を 検 討  

【 マ ス ト 挟 ま れ 検 知 レ ー ザ ー セ ン サ 】  
レ ー ザ ー 変 位 セ ン サ を マ ス ト に 設 置 し 、マ ス ト リ
ー チ 作 動 中 に レ ー ザ ー 距 離 が 変 わ ら な い か で 障
害 物 を 検 知  
【 障 害 物 接 触 バ ン パ 安 全 リ レ ー 】  
障 害 物 バ ン パ セ ン サ が 確 実 に 作 動 す る よ う に 回
路 を ⼆ 重 化 、ま た SIL3 規 格 の リ レ ー を ⽤ い る こ
と で 安 全 性 を UP 
【 フ ォ ー ク 先 端 バ ン パ 】  
フ ォ ー ク 先 端 に も バ ン パ セ ン サ を 追 加  
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【 段 差 検 知 レ ー ザ ー セ ン サ 】  
レ ー ザ ー 変 位 セ ン サ を 荷 台 か ら 地 ⾯ に 向 か っ て
照 射 し 、［ ⼩ さ な ギ ャ ッ プ で 段 差 ⼜ は ス ロ ー プ あ
り ］、［ ⼤ き い ギ ャ ッ プ で 地 ⾯ に 孔 ⼜ は 障 害 物 あ
り ］ と 検 知 し ⾮ 常 停 ⽌  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
Robo-Carrier 

（ 導 ⼊ 企 業 ）  

  ロ ボ ッ ト が 制 御 不 能 に な っ た 場 合 の フ ロ ア 端
部 か ら の 落 下 防 ⽌ 対 策 を 検 討 し 、落 下 防 ⽌ ⼱ ⽊
（ 単 管 バ リ ケ ー ド ＋ 鋼 管 ⾜ 場 板 ）を 必 要 箇 所 に
設 置 、こ れ に 前 述 し た 障 害 物 バ ン パ セ ン サ が 接
触 す る こ と で ロ ボ ッ ト が 緊 急 停 ⽌  

 
 
 
 
 
 
  Robo-Carrier の 設 置 圧 に 対 す る 耐 床 荷 重 を ⾃

主 検 討  
  他 作 業 員 の 安 全 性 を 考 慮 し 、早 朝 お よ び 作 業 終

了 後 に 施 ⾏ を 実 施  
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【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
ス ク イ ニ ー  

  基 本 的 に は 【 労 働 安 全 衛 ⽣ 法 】 の み を 検 討  
結 果 、 LiDAR が 270 度 の 認 識 範 囲 で 進 ⾏ ⽅ 向
を 認 識 し 、 半 径 1ｍ に ⼈ 等 が 検 知 さ れ る と ロ ボ
ッ ト が 停 ⽌  

  材 料 を 置 く と 死 ⾓ に な る 場 合 が あ る た め 、材 料
置 き 場 は マ ー キ ン グ の う え ⽴ ⼊ 禁 ⽌ 措 置 が 必
要  

  詳 細 な リ ス ク ア セ ス メ ン ト を も と に 必 要 と 思
わ れ る セ ン サ 類 を 追 加  

【 遠 隔 操 縦 】  
TawaRemo 

  ク レ ー ン 構 造 規 格 や 安 全 規 則 等 の 内 容 を 確 認
し 、操 作 レ バ ー な ど の 装 置 は 実 際 の タ ワ ー ク レ
ー ン で 使 ⽤ さ れ て い る 物 を 活 ⽤  

  製 造 及 び 設 置 運 ⽤ に 関 す る 関 係 各 所 へ の 説 明
内 容 に つ い て は ク レ ー ン 協 会 、厚 ⽣ 労 働 省 と 協
議 中  

【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  
T-iROBO Slab Finisher 

  ⾮ 常 停 ⽌ ボ タ ン  

【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  
ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  

  ⾃ 主 的 に 障 害 物 検 知（ 衝 突 防 ⽌ 機 能 ）、遠 隔 監 視
機 能 を 実 装  

【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

  数 ⼗ キ ロ の ロ ボ ッ ト で 、夜 間 運 ⽤ の た め ⼈ 災 リ
ス ク が ⼗ 分 に 低 い た め 、 特 に 検 討 は な し  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

  労 働 安 全 衛 ⽣ 法 や 特 別 な 安 全 対 策 が 不 要 な 機
械 の た め 、特 に 検 討 は な し（ 通 常 の 台 ⾞ と 同 じ
安 全 対 策 で よ く 、ロ ボ ッ ト だ か ら と い っ て 特 別
な も の は 必 要 な し ）  

  地 ⾯ が 凸 凹 状 態 だ っ た た め 、荷 物 落 下 対 策 の 為
ラ ッ シ ン グ ベ ル ト が か け ら れ る か 否 か 確 認  

【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

  労 働 安 全 衛 ⽣ 規 則  第 三 ⼗ 六 条  第 三 ⼗ ⼀ 号  
➀ マ ニ ピ ュ レ ー タ ⾮ 搭 載  
➁ ト モ ロ ボ の 原 動 機 （ モ ー タ ー ） の 定 格 出 ⼒  
は 35W な の で 80W 以 下  
③ ト モ ロ ボ は 固 定 シ ー ケ ン ス で ⼀ つ の 単 調 な
繰 り 返 し 動 作 （ 前 後 ⾛ ⾏ 、 上 下 動 ）  

  試 ⾏・導 ⼊ 実 施 の 実 績 に よ る と 、あ ら か じ め 労
働 基 準 監 督 署 や 発 注 者（ 施 主 ）に 相 談 や 届 出 を
し た よ う な ケ ー ス は ⾒ 当 た ら な い  
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  安 全 対 策 と し て 、⾛ ⾏ ⾃ 由 度 を 限 定 し ⼈ と の 協
働 作 業 が 可 能 に 、 ま た ⾛ ⾏ ⽅ 向 に 障 害 物 ・ ⼈ ・
開 ⼝ を 検 知 す る と 停 ⽌ す る セ ン サ を 装 備  

  検 討 を ⾏ っ た ⾃ 主 的 な 対 策  
リ ス ク ア セ ス メ ン ト シ ー ト に 従 い 点 検 す る メ
ー カ ー 指 定 の 点 検 シ ー ト  
操 作 や 安 全 対 策 を 分 か り や す く 載 せ た ク イ ッ
ク マ ニ ュ ア ル  
誰 で も 解 る よ う に ⼿ が 挟 ま れ る 可 能 性 が あ る
箇 所 は 「 危 険 シ ー ル 」 で 表 ⽰  
異 常 が あ る と 上 部 の 表 ⽰ 灯 が 緑 か ら ⾚ に 変 わ
り 停 ⽌  

【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  
リ バ イ ブ ロ ボ  

  セ ン サ 技 術 等 に よ り 対 策 さ れ て い る た め 、安 全
法 令 対 策 は な し  

  ⾮ 常 停 ⽌ 装 置 及 び セ ン サ に よ る ⼈ 感 装 置 に て
安 全 対 策  

【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

  安 全 な 作 業 エ リ ア の 確 保 が 必 要（ 作 業 エ リ ア の
区 画 、落 下 防 ⽌ 対 策 と し て の 柵 の 設 置 、夜 間 稼
働 中 の 監 視 カ メ ラ の 設 置 ）  

【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

  ロ ボ ッ ト 保 険（ 東 京 海 上 ⽇ 動 ）へ の 加 ⼊ 、賠 償
保 険 ＆ 動 産 保 険 に 加 ⼊  

  監 督 署 に は 未 届 、公 道 ⾛ ⾏ は 警 察 か ら の 許 可 が
下 り な か っ た  

  ⾃ 主 的 な 安 全 対 策 と し て 、⼈ 検 知 機 能 開 発（ カ
メ ラ ）、 緊 急 停 ⽌ ボ タ ン （ 無 線 ＋ 本 体 ） の 設 置  
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【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

  【 産 業 ロ ボ ッ ト の 80W 規 制 ※ 3】 に よ り 、 区 画
や バ リ ケ ー ド （ エ リ ア セ ン サ ※ 3）、  
カ ラ ー コ ー ン で 可 か 、 ま た 80W 規 制 の 緩 和 か
ら リ ス ク ア セ ス メ ン ト 実 施 に よ る 安 全 柵 無 し
の 運 ⽤ を 検 討 し た が 、エ リ ア セ ン サ を パ フ ォ ー
マ ン ス レ ベ ル（ PL）※ 4＝ D、E レ ベ ル と で き な
か っ た た め に 柵 を 設 置 、ま た ⾮ 常 停 ⽌ ボ タ ン を
押 す の は 作 業 所 職 員 と し た 、こ の ロ ボ ッ ト は 移
動 ロ ボ ッ ト で あ る た め 、作 業 所 で は 研 究 開 発 時
と 異 な り 柵 な ど の 区 画 が 困 難  

  ⾃ 主 的 に バ ン パ セ ン サ や エ リ ア セ ン サ を 設 置
し 、 移 動 装 置 は AGV （ Automatic Guided 
Vehicle 無 ⼈ 搬 送 ⾞ ） の JIS 規 格 を 遵 守  
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第 6 節．導⼊費⽤、導⼊効果試算 

建 築 ロ ボ ッ ト の 導 ⼊ に 必 要 な 費 ⽤ の 内 容 と そ の 費 ⽤ 負 担 に つ い て 、 更 に 導 ⼊
前 に ⾏ っ た 導 ⼊ 効 果 を ど の よ う な 指 標 で 試 算 し た か に つ い て 以 下 に ⽰ す 。  
 導 ⼊ 費 ⽤ に 関 し て 、総 じ て 運 搬 費 、リ ー ス 料 、操 作 ⼈ 件 費 、サ ポ ー ト ⼈ 件 費 、
電 気 代 な ど が 共 通 に あ げ ら れ る 。 ロ ボ ッ ト に よ っ て は Robo-Carrier の よ う に 現
場 に Wi-Fi の 整 備 に よ る 費 ⽤ な ど が 発 ⽣ す る ケ ー ス も あ る 。 費 ⽤ の 負 担 に お い
て は 基 本 的 に は 現 場 の 負 担 と な る が 、現 状 で は ロ ボ ッ ト を 実 証 実 験 、検 証 、試 ⾏
を ⽬ 的 に 導 ⼊ す る ケ ー ス が 多 く 、 費 ⽤ の 全 て も し く は 部 分 的 に 開 発 費 な ど で 負
担 し て い る 。  

導 ⼊ 効 果 の 試 算 に つ い て は 、省 ⼈ 化・⽣ 産 性 向 上 を ⽬ 的 に 、在 来 ⽅ 法 と の ⽐ 較
や 労 働 者 の 負 担 軽 減 を ⽬ 的 に 試 算 を ⾏ っ て い る 。  

な か で も 、ト モ ロ ボ は 導 ⼊ 費 ⽤ 、導 ⼊ 効 果 試 算 ど ち ら も 明 確 に な っ て お り 、導
⼊ 費 ⽤ に お い て は 費 ⽤ 負 担 の 考 え ⽅ な ど 、 導 ⼊ 効 果 試 算 に お い て は ⾃ 社 の シ ミ
ュ レ ー タ で 効 果 の 試 算 が 確 認 出 来 る こ と か ら 実 績 も あ り 、 特 に 導 ⼊ し や す い ロ
ボ ッ ト で あ る と 考 え ら れ る 。  
 

表 3-6 各ロボットにおける導⼊費⽤、導⼊効果 
ロボット名称 導⼊費⽤および導⼊効果試算の例 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

Robo-Carrier 
＜ 導 ⼊ 費 ⽤ 試 ⾏ 導 ⼊ 時 の 例 ＞  
  ロ ボ ッ ト 搬 ⼊ 出 相 番 費  

搬 ⼊ 2 ⼈ ⼯  
搬 出 2 ⼈ ⼯  

  ロ ボ ッ ト 搬 ⼊ 出 使 ⽤ 機 材 費  
 チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク 、 ブ ル マ ン 等  

  ロ ボ ッ ト リ ー ス 料  
 約 20,000 円 /⽇ ・ 台  

  労 務 費  
搬 ⼊ ・ 導 ⼊ ⽀ 援 、 取 扱 指 導  

   約 130,000 円 /⽇ （ 試 ⾏ 導 ⼊ 時 の 参 考 ）  
  ロ ボ ッ ト 運 送 費  

搬 ⼊ 11t ユ ニ ッ ク 1 台  
搬 出 11t ユ ニ ッ ク 1 台  

  Wi-Fi 整 備 ⼯ 事  
材 ⼯ 、 設 置 調 整 1 式  

  ロ ボ ッ ト 操 作 員 の ⼈ 件 費  
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  現 場 安 全 対 策 費  
  そ の 他 費 ⽤ （ 実 験 ⽤ 備 品 費 ）  
  施 ⼯ 場 所 の 照 明 設 備 、 そ の 他 電 気 料 ⾦  
 
＜ 導 ⼊ 効 果 試 算 ＞  
  導 ⼊ 前 の 導 ⼊ 効 果 と し て 、省 ⼈ 化・⽣ 産 性 向 上

を 在 来 ⼯ 法 と の ⽐ 較 に よ り 試 算  
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

ス ク イ ニ ー  
＜ 導 ⼊ 費 ⽤ ＞  
  施 ⼯ 場 所 の 照 明 設 備 、 そ の 他 電 気 料 ⾦  
  ⼯ 事 ⽤ ELV リ ー ス 代 ・ 電 気 代  

 階 を ま た ぐ 運 搬 時  
  ロ ボ ッ ト 運 送 費  
  ロ ボ ッ ト 操 作 員 の 教 育 費 ・ ⼈ 件 費  
  期 間 中 の ロ ボ ッ ト メ ン テ ナ ン ス 費 ⽤  
  ロ ボ ッ ト の LTE 通 信 費 ⽤  
  運 ⽤ に 必 要 な 資 材 費  

リ ン ⽊ 、 専 ⽤ パ レ ッ ト 、 カ ラ ー コ ー ン  
  ロ ボ ッ ト の 保 険 費 ⽤  
 
＜ 導 ⼊ 効 果 試 算 ＞  
  導 ⼊ 効 果 の 試 算 は 実 施 せ ず 、 ス ク イ ニ ー 1 台 +

⼯ 事 ⽤ ELV オ ペ レ ー タ ー 1 名 +操 作 オ ペ レ ー タ
ー 1 名 に て 、⼯ 事 ⽤ ELV が 空 い て い る 夜 間 作 業
を ⾏ う こ と を コ ン セ プ ト と し て お り 、ま ず は こ
の コ ン セ プ ト の 達 成 が ⽬ 標  

【 遠 隔 操 縦 】  
TawaRemo 

＜ 導 ⼊ 費 ⽤ ＞  
  導 ⼊ 開 発 費  
 
＜ 導 ⼊ 効 果 試 算 ＞  
  運 転 ⼿ の ⾝ 体 的 負 担 軽 減 を ⽬ 的 に 試 算  

【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  
T-iROBO Slab Finisher 

＜ 導 ⼊ 費 ⽤ ＞  
  検 証 段 階 の た め 、⾃ 社 の 開 発 費 に て 導 ⼊ 。将 来

的 に は リ ー ス 、 販 売 に よ る 業 者 負 担 を 検 討  
 
＜ 導 ⼊ 効 果 試 算 ＞  
  省 ⼒ ・ 省 ⼈ 化 、 CO2 削 減  
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【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  
ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  

＜ 導 ⼊ 費 ⽤ ＞  
  ロ ボ ッ ト 運 送 費  
  ロ ボ ッ ト 整 備 費  
  ロ ボ ッ ト 導 ⼊ ⽀ 援 ⼈ 件 費  
 
＜ 導 ⼊ 効 果 試 算 ＞  
  ⽣ 産 性 向 上・コ ス ト 削 減 に つ い て 従 来 ⽅ 法 と ⽐

較 し て 試 算  
【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

＜ 導 ⼊ 費 ⽤ ＞  
  施 ⼯ 場 所 の 照 明 設 備 、 そ の 他 電 気 料 ⾦  
  ロ ボ ッ ト 運 送 費  
  ロ ボ ッ ト ⽉ 額 振 替 費  
  サ ポ ー ト 部 ⾨ ⼈ 件 費 （ 説 明 会 ・ 2 ⽉ に １ 回 程 度

の サ ポ ー ト ）  
  運 ⽤ に 必 要 な 資 材 費 （ コ ー ン ・ ト ラ バ ー ）  
 
＜ 導 ⼊ 効 果 試 算 ＞  
  ⼯ 数 で は 定 量 的 な 試 算 は な し 、定 性 的 に は 不 慣

れ で ⼯ 数 が 減 ら な い か も し れ な い と い う 試 算
あ り 、そ の 他 、粉 塵 が 減 る こ と で 作 業 環 境 の 向
上 や 、狭 隘 部 や 負 担 が か か る 作 業 姿 勢 の 改 善 を
想 定  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

＜ 導 ⼊ 費 ⽤ ＞  
  施 ⼯ 場 所 の 照 明 設 備 、 そ の 他 電 気 料 ⾦  
  ロ ボ ッ ト リ ー ス 料  

基 本 管 理 料 5,000 円  
［ 100,000 円（ 本 体 ）+9,000 円（ 保 険 料 ）］/⽉  

  ロ ボ ッ ト 運 送 費  
 
＜ 導 ⼊ 効 果 試 算 ＞  
  労 働 者 の 負 担 削 減 を ⽬ 的 に 導 ⼊ し た た め 、具 体

的 な 数 字 は な い が 作 業 者 の 負 担 が 減 っ た と い
う 意 ⾒ あ り  
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【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

＜ 導 ⼊ 費 ⽤ ＞  （ 参 考 資 料 ① ）  
※ ⾦ 額 は 2024 年 2 ⽉ 時 点 の 概 算 価 格  
  ロ ボ ッ ト リ ー ス 料 （ メ ー カ ー 概 算 価 格 ）  

【 結 束 ト モ ロ ボ 単 体 （ 細 径 D10〜 16）】  
1 週 間 パ ッ ク ：   89,000 円  
1 ヶ ⽉ パ ッ ク ：  263,000 円  
3 ヶ ⽉ パ ッ ク ：  750,000 円  
【 結 束 ト モ ロ ボ 単 体 （ 太 径 D16〜 29】  
1 週 間 パ ッ ク ：  118,000 円  
1 ヶ ⽉ パ ッ ク ：  299,000 円  
3 ヶ ⽉ パ ッ ク ：  853,000 円  
【 ⾃ 動 結 束 シ ス テ ム DUO  

結 束 ト モ ロ ボ （ 細 径 D10〜 16）】  
1 週 間 パ ッ ク ：  133,500 円  
1 ヶ ⽉ パ ッ ク ：  394,500 円  
3 ヶ ⽉ パ ッ ク ： 1,125,000 円  
【 ⾃ 動 結 束 シ ス テ ム DUO  

結 束 ト モ ロ ボ （ 細 径 D16〜 29）】  
1 週 間 パ ッ ク ：  177,000 円  
1 ヶ ⽉ パ ッ ク ：  448,500 円  
3 ヶ ⽉ パ ッ ク ： 1,279,000 円  
【 現 地 説 明 】  
オ ペ レ ー タ ー 研 修 （ 2 時 間 ）： 50,000 円  
出 張 費 ： 実 費  
【 ロ ボ ッ ト 運 送 費 】 ⾹ 川 〜  
ト モ ロ ボ ： 24,700 円 〜 65,400 円  
⼿ 動 ス ラ イ ダ ー ： 2,360 円 〜 5,300 円  
⾃ 動 ス ラ イ ダ ー ： 24,700 円 〜 65,400 円  

  操 作 ⼈ 件 費 （ 鉄 筋 会 社 負 担 と な る ケ ー ス が 多
い ）  

  ロ ボ ッ ト 充 電 ⽤ 電 気 代  
 
＜ 導 ⼊ 効 果 試 算 ＞  
  建 ロ ボ テ ッ ク の シ ミ ュ レ ー タ で 、導 ⼊ 時 の 作 業

時 間 、 作 業 量 の 試 算 が 可 能  
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【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  
リ バ イ ブ ロ ボ  

＜ 導 ⼊ 費 ⽤ ＞  
  施 ⼯ 場 所 の 照 明 設 備 、 そ の 他 電 気 料 ⾦  
 
＜ 導 ⼊ 効 果 試 算 ＞  
  従 来 ⼯ 法 と ⽐ 較 し た 【 省 ⼒ 化 】  
 ⽬ 標 値 は 1,000 ㎡ 従 来 ⼯ 法 10〜 11 ⼈ ⼯ を リ バ

イ ブ ロ ボ 5 ⼈ ⼯ へ  
  従 来 ⼯ 法 と ⽐ 較 し た 【 ⾃ 動 化 】  
 従 来 ⼯ 法 よ り 3 倍 の 加 速 度 に て ⾼ 周 波 が 与 え

ら れ る た め 、ひ び 割 れ 抑 制 に つ な が る 締 固 め 効
果 が 3 倍 向 上  

※ ㈱ フ ロ ア エ ー ジ ェ ン ト HP よ り 引 ⽤  
【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

＜ 導 ⼊ 費 ⽤ ＞  
  施 ⼯ 場 所 の 照 明 設 備 、 そ の 他 電 気 料 ⾦  
  墨 出 し ⽤ 図 ⾯ の 作 成 に か か る ⼈ 件 費  
  操 作 員 の ⼈ 件 費  
  ロ ボ ッ ト リ ー ス 料 （ 1 ヶ ⽉ 利 ⽤ の 参 考 価 格 ）  
【 SUMIROBO リ ー ス 料 】： 350,000 円  

※ 補 償 ・ 基 本 料 ・ 消 耗 品 含 む  
【 杭 ナ ビ ※ 12 リ ー ス 料 】： 115,000 円  

※ 補 償・基 本 料 、三 脚 等 を 含 む 、⾃ 社 で 杭 ナ ビ
を 保 有 な ら 不 要  

【 デ ー タ 変 換 ク ラ ウ ド 利 ⽤ 料 】： 60,000 円  
 ※ デ ー タ 変 換 作 業 が ク ラ ウ ド 上 で 利 ⽤ 者 に   
  て 対 応 が 可 能 に  
【 搬 ⼊ 費 】： ⼀ 式 、 搬 ⼊ 場 所 ・ 状 況 に よ る  
   
＜ 導 ⼊ 効 果 試 算 ＞  
  導 ⼊ 前 の 導 ⼊ 効 果 と し て 、⽣ 産 性 向 上 を 指 標 に

試 算  
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【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

＜ 導 ⼊ 費 ⽤ ＞  
  ロ ボ ッ ト 購 ⼊ 費 ⽤（ 実 証 費 ⽤ を 含 む ）を 研 究 所

が 負 担  
【 実 証 費 ⽤ （ 期 間 ： 5 ⽇ 間 ）】  
 輸 送 費 ： 60,000 円  
 交 通 ・ 宿 泊 費 ： 225,000 円 （ 3 ⼈ 分 ）  
 ⼈ 件 費 ： 720,000 円  
 
＜ 導 ⼊ 効 果 試 算 ＞  
  研 究 開 発 と し て の 導 ⼊  

【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

＜ 導 ⼊ 費 ⽤ ＞  
  施 ⼯ 場 所 の 照 明 設 備 、 そ の 他 電 気 料 ⾦  
  ロ ボ ッ ト 運 搬 費 （ ７ ｔ ト ラ ッ ク 2 台 ）  
  材 料 費・材 料 運 搬 費（ 作 業 さ せ る ⼯ 種 に 応 じ て ） 
  ⼈ 件 費 （ 研 究 員 、 職 ⼈ な ど ）  
 
＜ 導 ⼊ 効 果 試 算 ＞  
  ⼯ 数 を 1 ⼈ ⼯ 分 と の ⽣ 産 性 に お い て 試 算  
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第 7 節．建築ロボット作業⼯程 

建 築 ロ ボ ッ ト 導 ⼊ に お け る 作 業 ⼯ 程（ 導 ⼊ 検 討 、準 備 、導 ⼊ 、⽚ 付 け ）の 予 定
と 実 施 、 ま た 発 ⽣ し た 差 異 と そ の 理 由 を 以 下 に ⽰ す 。  
 

表 3-7 各ロボットにおける作業⼯程 
ロボット名称 建築ロボット作業⼯程 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

Robo-Carrier 
（ 開 発 企 業 ）  

＜ 導 ⼊ に 予 定 し た 期 間 ＞  
  導 ⼊ 検 討 ： ６ ヶ ⽉  
  導 ⼊ 準 備 ： ２ 週 間  
  導 ⼊ フ ォ ロ ー ： １ 週 間  
 
＜ 導 ⼊ 作 業 ⽇ 数 の 予 定 と 実 際 の 差 異 ＞  
  ⼯ 事 ⽤ ELV の 準 備 に は ⼯ 事 ⽤ ELV が ⾮ 稼 働 と

な る た め 、 現 場 都 合 に よ り 予 定 通 り に ⼯ 事 ⽤
ELV 改 造 時 間 が 確 保 で き な い な ど 作 業 ⽇ 数 に
差 が ⽣ じ る ケ ー ス あ り  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
Robo-Carrier 
（ 導 ⼊ 企 業 ）  

 
 
 
 
 
 

＜ 導 ⼊ に 予 定 し た 期 間 ＞  
  導 ⼊ 検 討 ： 2 ヶ ⽉  
  現 場 整 備 期 間 ： １ ⽇ （ 搬 ⼊ ⽇ 当 ⽇ に 整 備 ）  
  導 ⼊ （ 稼 働 ） 期 間 ： ３ ⽇ 間  
  ⽚ 付 期 間 ： １ ⽇ （ 搬 出 ⽇ 同 ⽇ に ⽚ 付 ）  
  導 ⼊ フ ォ ロ ー ： １ 週 間  
 
＜ 導 ⼊ 作 業 ⽇ 数 の 予 定 と 実 際 の 差 異 ＞  
  ２ 台 稼 働 で の 予 定 が ト ラ ブ ル に よ り １ 台 稼 働

と な っ た が 、Robo-Carrier の 特 徴 で あ る 横 ⾛ ⾏
（ カ ニ 歩 き ）を 活 か し た 運 搬 経 路 に よ り 旋 回 等
の 動 き が 省 略 さ れ 、当 初 の 予 定 よ り も 作 業 歩 掛
り が 伸 び た こ と に よ り 、１ 台 で 予 定 数 量 を 予 定
期 間 内 に 完 了  
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【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
ス ク イ ニ ー  

＜ 導 ⼊ に 予 定 し た 期 間 ＞  
  導 ⼊ に か か っ た 期 間  
  導 ⼊ 検 討 ： ２ ヶ ⽉  
  導 ⼊ 準 備 ： １ 週 間  
  導 ⼊ ： 2〜 ６ ヶ ⽉ （ 現 場 に よ り 差 異 あ り ）  
  ⽚ 付 ： １ ⽇  
 
＜ 導 ⼊ 作 業 ⽇ 数 の 予 定 と 実 際 の 差 異 ＞  
  ⼤ き な 相 違 な し  

【 遠 隔 操 縦 】  
TawaRemo 

＜ 導 ⼊ に 予 定 し た 期 間 ＞  
  導 ⼊ 検 討 ： ２ ヶ ⽉  
  導 ⼊ 準 備 ： ３ 週 間  
  導 ⼊ ： ８ ヶ ⽉  
  ⽚ 付 ： １ ⽇  
 
＜ 導 ⼊ 作 業 ⽇ 数 の 予 定 と 実 際 の 差 異 ＞  
  予 定 通 り  

【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  
T-iROBO Slab Finisher 

＜ 導 ⼊ に 予 定 し た 期 間 ＞  
  導 ⼊ 検 討 ： １ ヶ ⽉ 〜 半 年  
  導 ⼊ 準 備 ： １ ヶ ⽉ 程 度  
  導 ⼊ ： 当 ⽇ 実 施  
  ⽚ 付 ： 導 ⼊ ⽇ に ⽚ 付  
 
＜ 導 ⼊ 作 業 ⽇ 数 の 予 定 と 実 際 の 差 異 ＞  
  予 定 通 り  

【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  
ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  

＜ 導 ⼊ に 予 定 し た 期 間 ＞  
  導 ⼊ 検 討 ： １ ヶ ⽉  
  導 ⼊ 準 備 ： 1 週 間  
  導 ⼊ ： 1〜 2 ヶ ⽉ （ 検 査 ⾯ 積 に よ る ）  
  ⽚ 付 ： １ ⽇  
 
＜ 導 ⼊ 作 業 ⽇ 数 の 予 定 と 実 際 の 差 異 ＞  
  導 ⼊ 作 業 ⽇ 数 の 予 定 と 実 際 の 差 異 は 、現 場 ⼯ 程

に よ る 前 後 を 理 由 と し て 1〜 ２ 週 間 程 度  
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【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

＜ 導 ⼊ に 予 定 し た 期 間 ＞  
  導 ⼊ 準 備 （ 試 験 ⾛ ⾏ +発 送 ）： 2〜 ３ ⽇  
  導 ⼊ ： 半 ⽇  
  ⽚ 付 （ 発 送 ）： ト ラ ッ ク ⼿ 配 含 め て １ 週 間  
 
＜ 導 ⼊ 作 業 ⽇ 数 の 予 定 と 実 際 の 差 異 ＞  
  予 定 通 り  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

＜ 導 ⼊ に 予 定 し た 期 間 ＞  
  導 ⼊ 検 討 ： １ ⽇  
  導 ⼊ 準 備 ： １ ⽇  
  導 ⼊ ： ３ ヶ ⽉  
  ⽚ 付 ： １ ⽇  
 
＜ 導 ⼊ 作 業 ⽇ 数 の 予 定 と 実 際 の 差 異 ＞  
  予 定 通 り  

【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

＜ 導 ⼊ に 予 定 す べ き 期 間 ＞  
  導 ⼊ 検 討：図 ⾯ を ⾒ せ れ ば 、建 ロ ボ テ ッ ク の 営

業 担 当 者 が ロ ボ ッ ト 運 ⽤ の 可 否 や 範 囲 を 即 断  
  契 約 ・ 準 備 ： 1〜 ２ 週 間  
  ⽚ 付 ： ⼿ 運 び で き る の で 即 ⽇ で 可 能  

【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  
リ バ イ ブ ロ ボ  

＜ 導 ⼊ に 予 定 し た 期 間 ＞  
  調 整 ： １ ヶ ⽉ （ 在 来 均 し か ら ロ ボ ッ ト に 変 更 ） 
※ ロ ボ ッ ト 所 有 の ㈱ フ ロ ア エ ー ジ ェ ン ト と の 調
整 に よ る  
 
＜ 導 ⼊ 作 業 ⽇ 数 の 予 定 と 実 際 の 差 異 ＞  
  最 初 か ら ロ ボ ッ ト 導 ⼊ で 計 画 し て い れ ば 特 に

在 来 と の ⼯ 程 差 は な し と 予 想  
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【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

＜ 導 ⼊ に 予 定 す べ き 期 間 ＞  
  導 ⼊ 検 討（ 事 前 打 合 、作 業 ⼯ 程 調 整 ）1〜 ６ ヶ ⽉  
  準 備 （ 作 図 ）： １ ⽇ 〜 ６ ヶ ⽉  
  導 ⼊ ： ３ ⽇ 〜 ７ ヶ ⽉  
  ⽚ 付 （ レ ン タ ル の 返 却 ）： １ ⽇  
 
＜ 導 ⼊ 作 業 ⽇ 数 予 想 さ れ る 差 異 の 原 因 ＞  
  天 候（ ⾬ ）に よ る 中 断 が 無 け れ ば 計 画 通 り だ が 、

⾬ 天 中 断 の 場 合 は 床 ⾯ 乾 燥 の た め 2〜 ３ ⽇ の 遅
延 を 予 想  

  図 ⾯ 変 更 の 場 合 、墨 出 位 置 に 変 更 が ⽣ じ る 際 は
CAD 図 ⾯ の 変 更 作 業 が 必 要 に な る た め 半 ⽇ 程
度 の 遅 延 を 予 想  

【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

＜ 導 ⼊ に 予 定 し た 期 間 ＞  
  導 ⼊ 検 討 ・ 準 備 ： 2〜 ３ ヶ ⽉  
  導 ⼊ ： １ 週 間 程 度  
 ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 に 時 間 を 要 す  
 
＜ 導 ⼊ 作 業 ⽇ 数 の 予 定 と 実 際 の 差 異 ＞  
  検 証 中 で は あ る が 、故 障 も な く 余 裕 を も っ て 対

応 し た の で 遅 延 は ほ ぼ な し  
【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

＜ 導 ⼊ に 予 定 し た 期 間 ＞  
  搬 ⼊ ： 1 ⽇  
  ⽴ ち 上 げ ： 1 ⽇ （ 2 ⽇ で 使 ⽤ 可 能 に ）  
  マ ッ プ 作 成 ： １ 〜 2 ⽇  
 
＜ 導 ⼊ 作 業 ⽇ 数 の 予 定 と 実 際 の 差 異 ＞  
  予 定 通 り  
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第４章 建築ロボット導入に向けた環境整備 

建 築 現 場 に お い て ロ ボ ッ ト を 安 全 に 、 ま た 効 率 的 に 運 ⽤ す る た め に は 、 現 場
内 設 備 や 運 ⽤ 体 制 な ど 、 現 場 内 外 に お い て 事 前 に 整 備 し て お く こ と が 重 要 で あ
る 。 本 章 で は 、 第 １ 章 に 掲 載 さ れ た ロ ボ ッ ト の 導 ⼊ 事 例 の 調 査 よ り 抽 出 さ れ た
各 項 ⽬ に つ い て 説 明 す る 。  
 

第１節．現場環境整備 

建 築 ロ ボ ッ ト を 期 待 通 り に 動 作 さ せ る た め に は 、 現 場 内 を ロ ボ ッ ト に 適 し た
環 境 へ と 整 備 す る こ と が 重 要 で あ る 。 多 く の 建 築 ロ ボ ッ ト に 共 通 し て 必 要 な 環
境 に つ い て 、 以 下 に ⽰ す 。  
 

表 4-1 各 ロ ボ ッ ト に お け る 現 場 環 境 整 備 例 と そ の 理 由 ・ 補 ⾜  
ロボット名称 現場環境整備 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

Robo-Carrier 
  Wi-Fi を 整 備 （ 導 ⼊ 現 場 で は セ ル ラ ー 回 線 の 電

波 が 弱 か っ た た め ）  
  搬 ⼊ ⽤ ク レ ー ン の 設 置（ ス テ ー ジ か ら の 動 線 の

勾 配 が ロ ボ ッ ト の 許 容 値 を 超 え る た め ）  
  墨 出 し （ 資 材 荷 取 り 位 置 の 設 定 の た め ）  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
ス ク イ ニ ー  

  Wi-Fi 不 要 （ セ ル ラ ー 回 線 で 通 信 す る た め ）  
  動 線・区 画 の 整 備（ 資 材 置 場 は マ ー キ ン グ の う

え ⽴ ⼊ 禁 ⽌ に ）  
  カ ー テ ン ウ ォ ー ル ※ 13 の 養 ⽣（ LiDAR※ 11 の 検 知

精 度 向 上 の た め ）  
【 遠 隔 操 縦 】  

TawaRemo 
  無 線 ・ 有 線 と ⼆ 重 系 統 で 通 信 を 整 備  

【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  
T-iROBO Slab Finisher 

  開 ⼝ 部 や 外 周 に は 落 下 防 ⽌ 措 置 が 施 さ れ て い
る こ と  

【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  
ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  

  動 線 ・ 区 画 の 整 備 （ 検 査 場 所 の 確 保 ）  

【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

  Wi-Fi 整 備 不 要 （ 本 体 が ア ク セ ス ポ イ ン ト に な
る た め ）  

  地 這 配 線 の 撤 去  
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

  動 線 ・ 区 画 の 整 備 （ ⾛ ⾏ 経 路 の 確 保 ）  
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【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

  Wi-Fi 整 備 不 要 （ 本 体 が ア ク セ ス ポ イ ン ト に な
る た め ）  

  動 線・区 画 の 整 備 不 要（ ⾛ ⾏ 経 路 が 限 定 さ れ る
た め ）  

【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  
リ バ イ ブ ロ ボ  

  特 に な し  

【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

  動 線 ・ 区 画 の 整 備 （ ⾛ ⾏ エ リ ア の 確 保 と 清 掃 ） 

【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

  Wi-Fi の 整 備 （ セ ル ラ ー 回 線 も 使 ⽤ 可 能 ）  
  動 線 の 確 保  

【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

  Wi-Fi の 整 備  
  段 差 部 の 解 消  
  動 線・区 画 の 整 備（ 安 全 柵 の 設 置：パ フ ォ ー マ

ン ス レ ベ ル ※ 4 を E と で き な い た め ）  
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第２節．運⽤体制の整備 

建 築 ロ ボ ッ ト に お け る 施 ⼯ は 、 ⼈ に よ る 施 ⼯ と は プ ロ セ ス が 異 な り 、 そ の プ
ロ セ ス に 合 わ せ た 管 理 体 制 を 構 築 す る 必 要 が あ る 。 以 下 に ロ ボ ッ ト 別 の 運 ⽤ 体
制 を ⽰ す 。  
 

表 4-2 ロボット運⽤時の体制構築例 
ロボット名称 運⽤体制整備 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

Robo-Carrier 
  体 制 構 築 ： 開 発 部 ⾨ （ 本 社 、 技 術 研 究 所 ）  
  現 場 環 境 整 備 ： 施 ⼯ 管 理 （ 元 請 ）  
  作 業 指 導 ： ロ ボ ッ ト 管 理 会 社  
  作 業 管 理 ： ロ ボ ッ ト 管 理 会 社  
  操 作：協 ⼒ 会 社（ 揚 重 セ ン タ ー 、多 能 ⼯ ）(導 ⼊

試 験 時 は 元 請 ) 
  メ ン テ ナ ン ス ： ロ ボ ッ ト 管 理 会 社  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
ス ク イ ニ ー  

  体 制 構 築 ： ロ ボ ッ ト 管 理 部 ⾨ （ 機 材 セ ン タ ー ） 
  作 業 指 導 ： ロ ボ ッ ト 管 理 部 ⾨ （ 機 材 セ ン タ ー ） 
  操 作 ： 協 ⼒ 会 社 （ 不 在 時 は 機 材 セ ン タ ー 職 員 ） 

メ ン テ ナ ン ス ： 協 ⼒ 会 社  
【 遠 隔 操 縦 】  

TawaRemo 
  特 に な し  

 
【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  

T-iROBO Slab Finisher 
  体 制 構 築 ： 開 発 部 ⾨ （ 技 術 セ ン タ ー ）  
  作 業 指 導 ： ロ ボ ッ ト 製 造 会 社  
  作 業 管 理 ： ロ ボ ッ ト 製 造 会 社  
  操 作：開 発 時 は ロ ボ ッ ト 製 造 会 社 、現 場 導 ⼊ 時

は ⼟ 間 ⼯ を 予 定  
【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  

ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  
  体 制 構 築 ： 開 発 部 ⾨  
  作 業 管 理 ： 施 ⼯ 管 理  
  操 作 ： 協 ⼒ 会 社 （ 清 掃 ⼯ ）  
  メ ン テ ナ ン ス ： ロ ボ ッ ト 管 理 会 社  

【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

  体 制 構 築 ： 施 ⼯ 管 理 （ 元 請 ）  
  現 場 環 境 整 備 ： 施 ⼯ 管 理 （ 元 請 ）  
  作 業 指 導 ： ロ ボ ッ ト 管 理 部 ⾨  
  作 業 管 理 ： 施 ⼯ 管 理 （ 元 請 ）  
  操 作 ： 協 ⼒ 会 社 （ 雑 ⼯ ）  
  メ ン テ ナ ン ス ： 協 ⼒ 会 社 （ 雑 ⼯ ）  
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【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

  作 業 管 理 ： 施 ⼯ 管 理 （ 元 請 ）  
  操 作 ： 協 ⼒ 会 社 （ 左 官 ⼯ ）  
  メ ン テ ナ ン ス ： レ ン タ ル 元  

【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

  体 制 構 築 ： 協 ⼒ 会 社 （ 鉄 筋 ⼯ ）  
  作 業 指 導 ： ロ ボ ッ ト 製 造 会 社   
  操 作 ： 協 ⼒ 会 社 （ 鉄 筋 ⼯ ）  
  メ ン テ ナ ン ス ： 不 要  

【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  
リ バ イ ブ ロ ボ  

  作 業 指 導 ： ロ ボ ッ ト 製 造 会 社  
  作 業 管 理 ： 施 ⼯ 管 理 （ 元 請 ）  
  操 作 ： ロ ボ ッ ト 製 造 会 社  
  メ ン テ ナ ン ス ： ロ ボ ッ ト 製 造 会 社  

【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

  体 制 構 築 ： 施 ⼯ 管 理 （ 設 備 サ ブ コ ン ）  
  操 作 ： 施 ⼯ 管 理 （ 設 備 サ ブ コ ン ）・ 協 ⼒ 会 社  
  残 作 業 ： 設 備 業 者 の 墨 出 有 識 者  

【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

  操 作 ： 開 発 部 ⾨ （ 技 術 研 究 所 ）  

【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

  操 作 ： 開 発 部 ⾨ ・ 協 ⼒ 会 社 （ 材 料 供 給 ）  

 

  



41 
 

第３節．労働基準監督署および労働安全衛⽣法規への対応検討 

現場導⼊する建築ロボットに必要な安全対策を確実に講ずるため、労働基準監督署（労基
署）への届出や相談が⾏われている。ただし、本ガイドラインでの事例調査においては、い
くつかの理由（研究開発中など）によって届出や特別教育が⾏われていない現状があるが、
ロボットの能⼒や実⽤化レベルに応じて労基署へ相談することが 必 要 で あ る 。以下に各ロ
ボットの対応状況を⽰す。 

 
表 4-3 各ロボットにおける労働基準監督署および労働安全衛⽣法規への対応検討例 

ロボット名称 労働基準監督署および労働安全衛⽣法規への対応 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

Robo-Carrier 
  特 に な し（ 研 究 開 発 部 ⾨ ⽴ ち 合 い の も と 、試 ⾏

⽇ 数 が 短 い ）  
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

ス ク イ ニ ー  
  特 に な し （ 研 究 開 発 部 ⾨ 主 体 で 導 ⼊ ）  

【 遠 隔 操 縦 】  
TawaRemo 

  TawaRemo の 計 画 書 を 届 出  
  ⼀ 般 的 に ク レ ー ン は 労 基 署 へ 届 出 が 必 要  

【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  
T-iROBO Slab Finisher 

  特 に な し （ 研 究 開 発 部 ⾨ 主 体 で 導 ⼊ ）  

【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  
ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  

  特 に な し （ 研 究 開 発 部 ⾨ 主 体 で 導 ⼊ ）  

【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

  特 に な し （ 倉 庫 ・ ⼯ 場 向 け の ⼩ 型 市 販 品 ）  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

  特 に な し  

【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

  特 に な し （ 労 働 安 全 衛 ⽣ 規 則 第 36 条 31 号 の
判 断 に よ る ）  

【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  
リ バ イ ブ ロ ボ  

  特 に な し  

【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

  特 に な し  

【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

  特 に な し （ 研 究 開 発 部 ⾨ 主 体 で 導 ⼊ ）  
  発 注 者 に 相 談 の 事 例 は あ り  

【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

  ⼯ 事 計 画 に 記 載 し た た め 労 基 署 へ 説 明 を 実 施
（ 現 場 施 ⼯ 管 理 側 で 対 応 ）  

  指 摘 は 特 に な し  
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第４節．安全管理 

建 築 ロ ボ ッ ト を 安 全 に 使 ⽤ す る た め に は 、 事 故 を 未 然 に 防 ⽌ す る た め の 対 策
が 重 要 で あ る 。 導 ⼊ 計 画 あ る い は 施 ⼯ 計 画 策 定 時 に 整 備 す る こ と が 望 ま し い 管
理 帳 票 を 以 下 に ⽰ す 。  
 

表 4-4 環境整備時の安全管理 
ロボット名称 環境整備時の管理帳票 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

Robo-Carrier 
  作 業 員 名 簿  
  連 絡 体 制 表  
  再 下 請 け 通 知 書  
  新 規 ⼊ 場 者 教 育 シ ー ト  
  移 動 式 ク レ ー ン に よ る 作 業 計 画 書（ 使 ⽤ 者 、当

⽇ の 平 ⾯ 計 画 、 有 資 格 者 の 記 ⼊ 等 ）  
  始 業 前 点 検 表  
  安 全 ミ ー テ ィ ン グ・始 業 前 点 検 実 施 報 告 書（ リ

ス ク ア セ ス メ ン ト シ ー ト ）  
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

ス ク イ ニ ー  
  実 証 計 画 書 （ 導 ⼊ 前 ）  

※ 作 業 員 名 簿 、 作 業 打 合 せ 簿 、 ⼯ 程 含 む  
  始 業 前 の 動 作 確 認 は ⾏ う が 始 業 前 点 検 表 は 作

成 し て い な い  
【 遠 隔 操 縦 】  

TawaRemo 
  ⽇ 常 点 検 表  

 
【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  

T-iROBO Slab Finisher 
  作 成 検 討 中  
 

【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  
ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  

  作 業 員 名 簿 （ 現 場 ⽀ 援 者 を 記 載 ）  

【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

  特 に な し （ 雑 ⼯ に 管 理 を 依 頼 ）  
  サ ポ ー ト 部 ⾨（ ロ ボ ッ ト 保 有 元 ）が 点 検 表 を 作

成 中  
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

  定 期 点 検 表 （ 参 考 資 料 ② ）  
 

【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

  作 業 員 名 簿  
  始 業 前 点 検 表  
  ロ ボ ッ ト 運 ⽤ に 関 す る 資 料 の 作 成 と 周 知 会 の

開 催  
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【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  
リ バ イ ブ ロ ボ  

  通 常 の ⼟ 間 作 業 の 範 囲 内 に な る た め 、施 ⼯ 要 領
書 及 び 各 現 場 の 帳 票 に 従 っ て 作 業 を 実 施  

【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

  特 に な し  

【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

  特 に な し  

【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

  特 に な し  
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第５節．ロボット操作教育 

建 築 ロ ボ ッ ト を 安 全 か つ 効 率 的 に 使 ⽤ す る た め に は 、 ロ ボ ッ ト の 性 能 を ⼗ 分
に 発 揮 す る こ と と と も に 、 操 作 ミ ス に よ る 事 故 を 防 ⽌ す る こ と が 重 要 で あ る 。
そ の た め に は 、 現 場 導 ⼊ 時 に ロ ボ ッ ト の 操 作 者 が 正 し い 操 作 ⽅ 法 を 習 得 す る た
め の 教 育 が 必 要 で あ る 。 以 下 に ロ ボ ッ ト 別 の 操 作 教 育 を ⽰ す 。 

 
表 4-5 ロボットの操作教育 

ロボット名称 環境整備時の操作教育 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

Robo-Carrier 
  ロ ボ ッ ト 運 ⽤ 担 当 関 連 会 社 へ 依 頼 し 、操 作 者 に

対 し １ ⽇ 実 施  
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

ス ク イ ニ ー  
  現 場 で 専 任 し た 操 作 者 に 対 し 2 ⽇ 間 実 施  
  運 ⽤ 例 と し て 、協 ⼒ 会 社 の 中 か ら 操 作 者 を １ 〜

2 名 育 成 し 、 ⾃ 動 運 搬 対 象 資 機 材 の 運 搬 は 業 種
に 関 わ ら ず そ の 操 作 者 が 専 任 で 操 作 す る な ど  

【 遠 隔 操 縦 】  
TawaRemo 

  特 に な し  
 

【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  
T-iROBO Slab Finisher 

  実 際 の 操 作 者 と な る ⼟ 間 ⼯ な ど 協 ⼒ 会 社 へ の
教 育 内 容 及 び 時 間 は 検 討 中  

  操 作 ⽅ 法 の 教 育 担 当 者 、教 育 ⽅ 法 も 含 め て 検 討
中  

【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  
ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  

  ロ ボ ッ ト 開 発 会 社 が 、 操 作 者 1〜 2 名 に 対 し 半
⽇ 実 施  

【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

  ロ ボ ッ ト 搬 ⼊ 時 に サ ポ ー ト 部 ⾨ １ ⼈ が 現 場 職
員 １ ⼈ に 対 し 半 ⽇ 程 度 実 施  

  搬 ⼊ 後 は 、 現 場 職 員 か ら 操 作 者 に 対 し 実 施  
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

  レ ン タ ル 会 社 が 使 ⽤ 者 1 名 に 1 時 間 実 施  

【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

  建 ロ ボ テ ッ ク が 鉄 筋 ⼯ の 職 ⻑ に 対 し 実 施  
  実 務 体 験 型 と WEB ⽅ 式 か ら 選 択 可  
  [実 務 体 験 型 ] 

・ 座 学 1.5 時 間 、 実 習 2 時 間  
・ 教 育 完 了 後 に 「 ト モ ロ ボ オ ペ レ ー タ ー 」  
 と し て 登 録 さ れ る  

  [WEB ⽅ 式 ] 
・ ウ ェ ブ 上 で の 指 導 で 2 時 間  
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【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  
リ バ イ ブ ロ ボ  

  フ ロ ア エ ー ジ ェ ン ト の 担 当 者 が 現 場 作 業 員 と
監 督 に 対 し 施 ⼯ 前 に 30 分 程 度 実 施  

【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

  レ ン タ ル 会 社 が 操 作 者 1〜 2 名 に 対 し 2〜 3 時
間 程 度 実 施  

【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

  研 究 所 員 が 操 作 す る た め 教 育 は 実 施 し て い な
い  

  ラ ジ コ ン 操 作 は １ ⽇ あ れ ば 習 得 可 能  
【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

  試 ⾏ 段 階 の た め 使 ⽤ 者 へ の 教 育 は 実 施 し て い
な い  
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第６節．各種契約（レンタル期間、保証内容、保険など） 

建 築 ロ ボ ッ ト を 現 場 に 導 ⼊ す る 場 合 、 レ ン タ ル ・ リ ー ス の ほ か に ロ ボ ッ ト そ
の も の を 購 ⼊ す る ケ ー ス が あ る 。 何 れ の 場 合 も 、 取 引 を 円 滑 に 遂 ⾏ し ト ラ ブ ル
を 未 然 に 防 ⽌ す る た め の 契 約 書 が 重 要 と な る 。 ま た 、 ロ ボ ッ ト の 運 搬 や 現 場 で
の 使 ⽤ 時 な ど 様 々 な 場 ⾯ で 故 障 ・ 破 損 の 可 能 性 が あ り 、 想 定 外 の 損 害 を 低 減 す
る た め に 保 険 へ の 加 ⼊ が 望 ま し い 場 合 が あ る 。 以 下 に 各 種 契 約 例 を ⽰ す 。 

 
 

表 4-6 ロボット導⼊時に実施した契約例 
ロボット名称 実施した契約例 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

Robo-Carrier 
  ロ ボ ッ ト 開 発 会 社 や レ ン タ ル 会 社 と の 契 約 書

（ レ ン タ ル 期 間 、 料 ⾦ 、 費 ⽤ 負 担 、 使 ⽤ 場 所 、
⽀ 払 ⽅ 法 ）  

  秘 密 保 持 契 約 （ 清 ⽔ 建 設 と の 契 約 ）  
  動 産 保 険  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
ス ク イ ニ ー  

  共 同 研 究 開 発 契 約 （ ロ ボ ッ ト 開 発 会 社 ）  
  保 証 内 容 は 、レ ン タ ル 会 社 、メ ー カ ー と 個 別 に

契 約 書 を 締 結  
  費 ⽤ 負 担 は ⼈ 件 費 を 除 い て 均 等 割  
  ２ 年 で ロ ボ ッ ト 作 製 費 ⽤ が 回 収 で き る 相 当 の

レ ン タ ル 料 を 設 定  
  ロ ボ ッ ト 保 険 （ 現 場 が 変 わ る 都 度 加 ⼊ ）  
  秘 密 保 持 契 約  
  賠 償 保 険 、 被 験 者 同 意 書 な ど は 特 に な い  

【 遠 隔 操 縦 】  
TawaRemo 

  特 に な し  
 

【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  
T-iROBO Slab Finisher 

  現 ロ ボ ッ ト は ま だ 開 発 段 階 の た め 、開 発 に お け
る 共 同 研 究 開 発 契 約 の み 実 施  

【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  
ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  

  レ ン タ ル 会 社 と の 契 約 書（ レ ン タ ル 費 ⽤ ）、ロ ボ
ッ ト 保 険  

【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

  社 内 保 有 の ⼯ 事 機 械 の た め 、社 内 書 類 で す べ て
完 結  

  保 険 は ⼀ 般 の ⼯ 事 保 険 、 運 送 保 険 で 対 応  
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

  特 に な し  
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【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

  建 ロ ボ テ ッ ク と の 契 約（ レ ン タ ル 期 間 、費 ⽤ 負
担 、 権 利 責 任 の 範 囲 ）  
「 ト モ ロ ボ オ ペ レ ー タ ー 」 と し て の 登 録  

【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  
リ バ イ ブ ロ ボ  

  特 に な し （ 通 常 の 左 官 ⼯ 事 契 約 と 同 様 ）  

【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

  レ ン タ ル 契 約 書 （ 保 険 含 む ）  
  印 字 さ れ た 墨 の 位 置 は ロ ボ ッ ト の 使 ⽤ 者 に 責

任 が あ り 、墨 の 位 置 が 誤 っ て い た こ と で 損 害 が
⽣ じ て も 、原 則 と し て レ ン タ ル 会 社 は 責 任 を 負
わ な い  

【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

  ロ ボ ッ ト 保 険 、 賠 償 保 険 、 動 産 保 険  

【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

  動 産 保 険  
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第５章 現場導入 

建築現場にロボットを導⼊するにあたり、⽇常管理や安全教育、トラブル対策や予防対
策、電気代や⼈件費および消耗品などのランニングコスト、ロボット返納整備コスト、想定
外の事象への対策について検証することが求められる。本章では第１章に掲載されたロボ
ットの導⼊事例調査より抽出された各項⽬について説明する。 

第１節．⽇常管理、安全教育 

建築ロボットを導⼊するにあたり、⽇常管理や安全教育に必要な項⽬を事前に取り決め
実施することが重要である。調査ロボットで実施した管理について以下に⽰す。 
 

表 5-1 各ロボット⽇常管理、安全教育の例 
ロボット名称 現場導⼊時の⽇常管理、安全教育 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

Robo-Carrier 
＜ 安 全 教 育 の 例 ＞  
  ⼿動運転⽅法 
  トラブルシューティング 

 
＜ ⽇ 常 管 理 の 例 ＞  
  現 場 内 搬 送 ル ー ト 状 況 の 確 認  
  作 業 間 連 絡 調 整 会 議（ 職 ⻑ 打 合 せ ）に お い て 他

作 業 と の ⼯ 程 や 安 全 の 調 整  
  管 理 指 導 す る 作 業 員 、及 び 通 信 機 器 を 整 備 す る

作 業 員 に 対 し 、現 場 状 況 の 説 明 や 作 業 所 ル ー ル
等 の 説 明  

  朝 礼 、昼 礼 、⼯ 程 調 整 会 議 に て 、ロ ボ ッ ト 稼 働
に つ い て 全 作 業 員 に 周 知  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
ス ク イ ニ ー  

＜ 安 全 教 育 の 例 ＞  
  採 ⽤ 事 例 は 活 動 時 間 が 夜 間 の た め 同 じ フ ロ ア

で も 昼 間 の 作 業 員 に は 説 明 し て い な い  
 

＜ ⽇ 常 管 理 の 例 ＞  
  動 作 確 認 と メ ン テ ナ ン ス を お こ な う  
  作 業 間 連 絡 調 整 会 議（ 職 ⻑ 打 合 せ ）に お い て 他

作 業 と の ⼯ 程 や 安 全 の 調 整  
  操 作 者 が 打 合 せ の 状 況 に よ り ル ー ト 変 更 な ど

対 応 。  
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【 遠 隔 操 縦 】  
TawaRemo 

＜ 安 全 教 育 の 例 ＞  
・ 特 に な し  
 
＜ ⽇ 常 管 理 の 例 ＞  
・ 始 業 前 点 検 を 実 施  

【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  
T-iROBO Slab Finisher 

＜ 安 全 教 育 の 例 ＞  
  実 施 時 に 操 作 に お け る 注 意 点 を ⼝ 頭 で 説 明  

【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  
ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  

＜ 安 全 教 育 の 例 ＞  
  操 作 者 お よ び 現 場 担 当 職 員 に 対 し 、機 能 説 明 を

含 め た 説 明 会 を 実 施  
 
＜ ⽇ 常 管 理 の 例 ＞  
  他 作 業 と の ⼯ 程 調 整  

【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

＜ 安 全 教 育 の 例 ＞  
  地 這 配 線 の リ ス ク に つ い て 説 明  
  本 体 の 持 ち 上 げ 禁 ⽌（ 30kg 以 上 あ り 作 業 員 の 負

傷 リ ス ク を 考 慮 ）  
  本 体 が 落 下 し な い よ う に ⾛ ⾏ 範 囲 を 段 差 際 に

設 定 し な い  
 
＜ ⽇ 常 管 理 の 例 ＞  
  メ ン テ ナ ン ス（ ご み 箱 、セ ン サ 、フ ィ ル タ の 清

掃 ）  
  夜 間 運 ⽤ で 充 電 ス テ ー シ ョ ン に 戻 れ な い ロ ボ

ッ ト を 戻 す  
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

＜ 安 全 教 育 の 例 ＞  
・ レ ン タ ル 会 社 職 員 が 作 業 者 1 名 に 約 1 時 間

の 操 作 指 導 を 実 施  
 
＜ ⽇ 常 管 理 の 例 ＞  
・ 始 業 前 点 検 の 実 施  
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【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

＜ 安 全 教 育 の 例 ＞  
  ロ ボ ッ ト 提 供 会 社 が お こ な う 操 作 者 の 教 育 の

中 に 安 全 教 育 が 含 ま れ て い る  
  実 務 体 験 型：座 学 1.5 時 間 、実 習 2 時 間 で 教 育

完 了 後 に「 ト モ ロ ボ オ ペ レ ー タ ー 」と し て 登 録
さ れ る 。 ※ 登 録 者 ： 160 名 （ 2023.11.01 現 在 ） 

  WEB ⽅ 式 ： WEB 上 で の 指 導 で 2 時 間  
 
＜ ⽇ 常 管 理 の 例 ＞  
  ロ ボ ッ ト 提 供 会 社 か ら 提 供 さ れ た 「 始 業 前 点

検 」と「 動 作 チ ェ ッ ク シ ー ト 」「 リ ス ク ア セ ス メ
ン ト シ ー ト 」 の 記 ⼊  

  メ ン テ ナ ン ス フ リ ー （ 2 時 間 に ⼀ 度 結 束 線 カ ー
ト リ ッ ジ 交 換 ）  

【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  
リ バ イ ブ ロ ボ  

＜ 安 全 教 育 の 例 ＞  
  作 業 員 に 機 能 や 操 作 ⽅ 法 、機 械 の 管 理 の 説 明 を

含 め た 安 全 講 習 を 実 施 し た  
 
＜ ⽇ 常 管 理 の 例 ＞  
  他 作 業 と の ⼯ 程 調 整 し た  
  ロ ボ ッ ト の メ ン テ ナ ン ス (施 ⼯ 後 の 洗 浄 は 念 ⼊

り に )、 バ ッ テ リ ー の 充 電 を ⾏ う  
【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

＜ 安 全 教 育 の 例 ＞  
  現 場 担 当 者 が ロ ボ ッ ト 作 業 ⽇ の 朝 礼 時 で 作 業

者 全 員 を 対 象 に 実 施 エ リ ア の 告 知 と 特 徴 を 説
明 し た  
 

＜ ⽇ 常 管 理 の 例 ＞  
  ⽔ 濡 れ を 防 ぐ 保 管 場 所 の 確 保  
  イ ン ク の 乾 燥 防 ⽌（ イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ を ⻑ 時

間 放 置 し な い ）  
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【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

＜ 安 全 教 育 の 例 ＞  
  ロ ボ ッ ト の 周 囲 に ⼈ が 集 ま ら な い よ う 周 知 し

た  
 
＜ ⽇ 常 管 理 の 例 ＞  
  特 に な し   

【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

＜ 安 全 教 育 の 例 ＞  
・ 特 に な し （ 資 格 を 持 っ た 社 員 が 操 作 ）  
 
＜ ⽇ 常 管 理 の 例 ＞  
・ 始 業 前 点 検 、 KY 活 動 、 ⼯ 程 調 整  
・ 充 電 （ １ ⽇ ２ 回 程 度 ）  
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第２節．トラブル対応、予防対策 

建築ロボットを導⼊するにあたり、予想されるトラブルを抽出して対策を考えることが
重要である。調査ロボットで発⽣したトラブル事例と対策を以下に⽰す。 

 
表 5-2 各ロボットのトラブル対応、予防対策 

ロボット名称 現場導⼊時のトラブル対応、予防対策 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

Robo-Carrier 
＜ ト ラ ブ ル 対 応 の 例 ＞  
  ⻑ 距 離 輸 送 だ っ た た め か 、搬 ⼊ 後 ２ 台 の う ち １

台 の Robo-Carrier の リ フ ト 下 キ ャ ス タ ー が 格
納 で き な く な り 、１ 台 で 実 施 し た ⇒ 開 発 企 業 担
当 者 が 修 理 を 施 し た が 直 ら な か っ た  

  床 コ ン の こ ぼ れ 突 起 に Robo-Carrier の ⾞ 輪 が
乗 り 上 げ た こ と で 、⼤ き な 揺 れ が ⽣ じ 、バ ン パ
セ ン サ が 反 応 し ⼀ 時 停 ⽌ し た ⇒ 突 起 物 の 清 掃
を 実 施 し た  

  資 材 荷 取 時 、カ メ ラ セ ン サ の 撮 影 失 敗 に よ り ⼀
時 停 ⽌ し た ⇒ リ ス タ ー ト で 解 決 し た  

  資 材 の 荷 下 ろ し 時 に Robo-Carrier の フ ォ ー ク
先 端 が 隣 接 す る パ レ ッ ト に 接 触 し た ⇒ 資 材 間
の 設 定 ク リ ア ラ ン ス は 10cm と し て い た が 、設
置 精 度 の ズ レ が 重 な り 接 触 し た と 考 え ら れ る
今 後 は ク リ ア ラ ン ス を 20cm で 設 定 す る  

  カ メ ラ セ ン サ マ ー カ ー 損 傷 に よ る マ ー カ ー 撮
影 失 敗 、搬 送 ル ー ト に 仮 置 資 材 が あ り 移 動 等 が
あ っ た  

 
＜ 予 防 対 策 の 例 ＞  
  ⾃ ⼰ 位 置 測 定 の た め に 周 囲 の 壁 等 を ス キ ャ ン

す る た め 、可 動 物（ ブ ル ー シ ー ト 等 ）を 撤 去 ま
た は 固 定 し た  

  ⼯ 事 ⽤ ELV ⾬ 養 ⽣ 、 現 場 内 電 波 状 況 改 善 、 現
場 内 ス ロ ー プ の 改 善 等 を お こ な っ た  
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【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
ス ク イ ニ ー  

＜ ト ラ ブ ル 対 応 の 例 ＞  
  起 動 不 可 ⇒ PC シ ャ ッ ト ダ ウ ン を 遅 延 す る こ と

で 対 策 し た  
  鍵 の 紛 失 が あ っ た  
  搭 載 パ ソ コ ン が 故 障 し た  
  ⼀ 番 多 か っ た の が 充 電 不 可 ⇒ バ ッ テ リ ー を 専

⽤ 品 か ら 汎 ⽤ 品 に 変 更 し て 対 応 し た  
  バ ッ テ リ ー は 連 続 駆 動 で 4 時 間 だ が 夜 間 搬 ⼊ 作

業 時 間 は 8 時 間 の う ち 機 械 が ⽌ ま っ て い る 時 間
も あ る の で 、途 中 で 充 電 す る こ と な く ほ ぼ 対 応
で き て い る 。 ※ 充 電 は ⼿ 動 で お こ な う  

 
＜ 予 防 対 策 の 例 ＞  
  前 述 の 詳 細 な リ ス ク ア セ ス メ ン ト を 実 施 し た  

【 遠 隔 操 縦 】  
TawaRemo 

＜ ト ラ ブ ル 対 応 の 例 ＞  
  特 に な し  
 
＜ 予 防 対 策 の 例 ＞  
  特 に な し  

【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  
T-iROBO Slab Finisher 

＜ ト ラ ブ ル 対 応 の 例 ＞  
  ロ ボ ッ ト の 破 損  

 
＜ 予 防 対 策 の 例 ＞  
  部 品 交 換  
  ロボット製造会社の社員が同⾏し対応 

【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  
ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  

＜ ト ラ ブ ル 対 応 の 例 ＞  
  操 作 ミ ス に よ り ロ ボ ッ ト が 損 傷 し た  
 
＜ 予 防 対 策 の 例 ＞  
  ロ ボ ッ ト 保 険 の 加 ⼊ や 同 じ ト ラ ブ ル を 繰 り 返

さ な い よ う 関 係 者 へ の 周 知 を 徹 底 し た  
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【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

＜ ト ラ ブ ル 対 応 の 例 ＞  
  充 電 ス テ ー シ ョ ン に 戻 れ な い 時 に ⼿ 動 で 戻 し

た  
  ⼤ き な も の や ⻑ い も の を 回 収 し て 動 け な く な

り ⼿ 動 で 戻 し た  
  Wi-Fi ア ク セ ス ポ イ ン ト に ア ク セ ス で き ず 本 体

や タ ブ レ ッ ト を 再 起 動 し た  
 
 
＜ 予 防 対 策 の 例 ＞  
  ⼤ き な も の や ⻑ 尺 も の を 残 置 し な い よ う に 周

知 し た  
  セ ン サ を 清 掃 し て 誤 作 動 を 防 い だ  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

＜ ト ラ ブ ル 対 応 の 例 ＞  
  充 電 ケ ー ブ ル が 外 さ れ 朝 か ら の 使 ⽤ が で き な

い 問 題 が 発 ⽣ し た  
 
＜ 予 防 対 策 の 例 ＞  
  充 電 ケ ー ブ ル を 外 さ な い よ う 朝 礼 で 周 知 し た   

【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

＜ ト ラ ブ ル 対 応 の 例 ＞  
  表 ⽰ 灯 が ⾚ 点 灯 と な り エ ラ ー 状 態 と な っ て 停

⽌ し た た め 、建 ロ ボ テ ッ ク の 担 当 者 が テ レ ビ 電
話 で 状 況 を 確 認 し 再 起 動 の ⽅ 法 を 指 導 し た  

  電 ⼦ 回 路 ト ラ ブ ル で 停 ⽌ し た た め 、建 ロ ボ テ ッ
ク の 担 当 者 が す ぐ に 駆 け つ け（ ⾹ 川 → 関 ⻄ ）修
理 ＆ 代 替 機 で 対 応 し た  

 
＜ 予 防 対 策 の 例 ＞  
  建 ロ ボ テ ッ ク が 配 線 経 路 の 改 善 と コ ネ ク タ ー

変 更 を 実 施 し た  
【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  

リ バ イ ブ ロ ボ  
＜ ト ラ ブ ル 対 応 の 例 ＞  
  特 に な し  
 
＜ 予 防 対 策 の 例 ＞  
  特 に な し   
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【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

＜ ト ラ ブ ル 対 応 の 例 ＞  
  ⼩ さ な 開 ⼝ 部 を 検 出 し た た め 作 業 が 停 ⽌ し た  
  ⼩ さ な 段 差 に よ り ⾛ ⾏ 不 能 状 態 に な っ た  
  測 量 器 の 遮 蔽 に よ り 作 業 進 捗 の 停 滞 が 発 ⽣ し

た  
 
＜ 予 防 対 策 の 例 ＞  
  稼 働 監 視 を 兼 ね て 、同 ⼀ フ ロ ア に て 作 業 者 を 配

置 す る 計 画 を 策 定 し た  
  ⾬ に よ る 作 業 の 中 断 に 対 応 す る た め 、墨 出 し エ

リ ア の ⾬ の 影 響 を 受 け る 外 周 部 を 先 ⾏ し て 施
⼯ す る こ と で 、⾬ 天 で も 可 能 な 限 り 作 業 を 継 続
で き る よ う 進 め た  

【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

＜ ト ラ ブ ル 対 応 の 例 ＞  
  仮 設 階 段 を 踏 み 外 し た た め ⼈ ⼒ で 復 旧 し た  
 
＜ 予 防 対 策 の 例 ＞  
  ロ ボ ッ ト が 落 下 し な い よ う に 落 下 防 ⽌ ネ ッ ト

を 設 置 し た  
【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

＜ ト ラ ブ ル 対 応 の 例 ＞  
  特 に な し  
 
＜ 予 防 対 策 の 例 ＞  
  特 に な し  
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第３節．ランニングコスト（⼈件費、消耗品など） 

建築ロボットを導⼊するにあたり、ランニングコストの検証が重要である。調査ロボッ
トで発⽣したランニングコスト（ロボット本体費⽤、基本レンタル料⾦を含まず）の項⽬
について以下に⽰す。 
 

表 5-3 各ロボットのランニングコスト 
ロボット名称 現場導⼊時のランニングコスト 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

Robo-Carrier 
  Robo-Carrier リ ー ス 料 ⾦  
  専 ⽤ パ レ ッ ト リ ー ス 料 ⾦  
  搬 出 ⼊ 時 の 備 品（ ブ ル マ ン 、チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク ）  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
ス ク イ ニ ー  

  安 全 対 策 費 (カ ラ ー コ ー ン 設 置 )  

【 遠 隔 操 縦 】  
TawaRemo 

  特 に な し  

【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  
T-iROBO Slab Finisher 

  メ ン テ ナ ン ス 費  
  コ テ や 円 盤 、 バ ッ テ リ ー 等 の 消 耗 品  

【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  
ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  

  消 耗 品（ ス ト ロ ボ 等 ）、メ ン テ ナ ン ス ⼈ 件 費 、保
管 費  

【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

  職 員 （ 現 場 ・ と き ど き サ ポ ー ト 部 ⾨ ） ⼈ 件 費 、
雑 ⼯ ⼈ 件 費  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

  基 本 管 理 料  \5,000 
  保 険 料  \9,000/⽉  

【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

  操 作 者 の 教 育 費 は 実 務 体 験 型 と WEB ⽅ 式 の ２
種 類 が あ り 料 ⾦ は 異 な る  

  操 作 は 軽 微 の た め 費 ⽤ は 鉄 筋 ⼯ の ト ン 単 価 に
含 む  

＜ 消 耗 品 な ど ＞  
  消 耗 品 は 結 束 線 カ ー ト リ ッ ジ  
  故 障 や 傷 害 の 補 償 サ ー ビ ス 保 険 に 加 ⼊ す る か

選 択 可 能（ 但 し 、⾃ 動 運 転 に よ る 事 故 は ス タ ー
ト ボ タ ン を 押 し た ⼈ の 責 任 ）  

  購 ⼊ と レ ン タ ル の ２ 種 類 あ り  
レ ン タ ル 期 間 は 「 1 週 間 パ ッ ク ￥ 89,000〜 （ 税
抜 き・送 料 別 途 ）」「 1 ヶ ⽉ パ ッ ク ￥ 263,000〜（ 税
抜 き ・ 送 料 別 途 ）」 の ２ 種 類 あ り  
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【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  
リ バ イ ブ ロ ボ  

  ロ ボ ッ ト 操 作 を コ ン ク リ ー ト 押 え ま で で 契 約
し た （ 在 来 よ り 若 ⼲ 割 ⾼ い ）   

【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

  イ ン ク 代  

【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

  消 耗 品 費 （ SD カ ー ド 、 カ メ ラ 等 ）  
  保 険  

【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

  特 に な し  
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第４節．ロボット返納整備コスト 

建築ロボットを導⼊するにあたり、返納整備コストの検証が重要である。調査ロボット
で発⽣した返納整備コストの項⽬について以下に⽰す。 
 

表 5-4 各ロボットの返納整備コスト 
ロボット名称 現場導⼊時のロボット返納整備コスト 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

Robo-Carrier 
  ロ ボ ッ ト 運 ⽤ 会 社 が 返 却 時 検 査 で 確 認・損 傷 部

あ れ ば 請 求  
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

ス ク イ ニ ー  
  返 納 整 備 費 な し  
  千 葉 に 倉 庫 が あ る た め 、⼤ 阪 の 現 場 だ と 数 ⼗ 万

の 輸 送 費 が か か る  
【 遠 隔 操 縦 】  

TawaRemo 
  現 場 実 証 段 階 の た め 対 象 外  

 
【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  

T-iROBO Slab Finisher 
  現 場 検 証 段 階 の た め 対 象 外  
  運 搬 費  

【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  
ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  

  運 搬 費  
  保 管 費  
  維 持 管 理 （ メ ン テ ナ ン ス ） 費  
  返 納 整 備 費 あ り  

【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

  返 納 整 備 費 な し  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

  返 納 整 備 費 あ り  

【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

  返 納 運 送 費 （ 発 送 拠 点 の 四 国 、 東 京 、 北 海 道 ） 
  九 州 を 増 や す 予 定 あ り  

【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  
リ バ イ ブ ロ ボ  

  返 納 整 備 費 な し  

【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

  修 理 が 発 ⽣ し た 場 合 の み 返 納 整 備 費 が 発 ⽣  

【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

  機 体 ⼀ 括 購 ⼊ 費 ⽤（ メ ー カ ー の 本 体 補 償 200 万
円 /年 に 加 ⼊ ）  

  軽 微 な 故 障（ カ メ ラ 基 盤 ）は あ っ た 。ア メ リ カ
で 修 理 。 ５ 年 で ２ 〜 ３ 回 程 度  

【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

  現 場 実 証 段 階 の た め 対 象 外  
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第５節．想定外の事象 

建築ロボットを導⼊するにあたり、想定外の事象について事前に対策を検討しておくこ
とが重要である。調査ロボットで発⽣した想定外の事象について以下に⽰す。 
 

表 5-5 各ロボットの発⽣する想定外の事象 
ロボット名称 現場導⼊時の想定外の事象 
【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  

Robo-Carrier 
  特 に な し  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
ス ク イ ニ ー  

  打 合 せ と 違 う 規 格 の 台 ⾞ が 来 た た め ロ ボ ッ ト
が 停 ⽌ し た  

  耐 ⽕ 被 覆 等 の 作 業 と 重 複 し た  
  ル ー ト 上 に ⽔ 溜 ま り が あ っ た  

【 遠 隔 操 縦 】  
TawaRemo 

  特 に な し  
 

【 床 仕 上 げ ロ ボ ッ ト 】  
T-iROBO Slab Finisher 

  現 場 保 管 時 の 破 損  
  運搬時の破損 
  リモコン機器を外部に放置したことでの⾬⽔による

破損 
【 検 査 ロ ボ ッ ト 】  

ひ び 割 れ 検 査 ロ ボ ッ ト  
  精 密 機 械 に も 関 わ ら ず ⼀ 般 の 機 械 や ⼯ 具 と 同

じ よ う に 雑 に 扱 わ れ る  
【 清 掃 ロ ボ ッ ト 】  
KEMARO K900 

  当 初 予 定 よ り SLAM※ 10 の マ ッ ピ ン グ す る 回 数
が 多 い （ 想 定 ： エ リ ア あ た り 最 初 １ 回 、 実 際 ：
数 ⽇ に ⼀ 度 ）  

  PP バ ン ド や ⽷ く ず の よ う な 絡 ま り や す い ゴ ミ
が 多 い  

  ⽔ た ま り は 対 応 可 能 だ が 多 す ぎ る と ロ ボ ッ ト
か ら オ ー バ ー フ ロ ー す る  

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 】  
 か も ー ん  

  特 に な し  

【 鉄 筋 結 束 ロ ボ ッ ト 】  
 ト モ ロ ボ  

  使 え な い と 説 明 し て い る 場 所 で 使 お う と す る
（ 直 進 し か で き な い の に 無 理 に 横 移 動 さ せ て
⾞ 輪 を 壊 す ）  

  結 束 機 を ロ ボ ッ ト か ら 外 し て 、⼿ 持 ち で 利 ⽤ さ
れ る  

  取 り 扱 い が 乱 暴 で あ る  
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【 コ ン ク リ ー ト ロ ボ ッ ト 】  
リ バ イ ブ ロ ボ  

  特 に な し  

【 墨 出 し ロ ボ ッ ト 】  
 SumiROBO 

  搬 ⼊ 経 路 が 狭 く 稼 働 場 所 ま で の 運 搬 が 困 難 で
あ っ た  

【 遠 隔 監 視 ロ ボ ッ ト 】  
 SpotMini 

  特 に な し  

【 多 能 ⼯ 作 業 ロ ボ ッ ト 】  
 Robo-Buddy 

  特 に な し  
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第６章 導入効果検討 

第１節．導⼊効果算出 

表 1-5 に⽰した建 築 ロ ボ ッ ト の 導 ⼊ 効 果 を 把 握 す る た め に 実 施 し た ア ン ケ ー ト
調 査 結 果 の な か で 各 社 が 従 来 ⼯ 法 と の ⽐ 較 を 実 施 し て い る 項 ⽬ を 下 記 に ⽰ す 。  

 ・ コ ス ト ⽐ 較  
 ・ 省 ⼈ 化 、 ⽣ 産 性 向 上 、  
 ・ 作 業 環 境 向 上 （ 作 業 量 の 低 減 、 作 業 負 荷 の 低 減 等 ）  
 ・ 品 質 向 上  

 
 建 築 ロ ボ ッ ト を 導 ⼊ す る 場 合 、 ⾼ 機 能 ・ 多 機 能 を 求 め る と 導 ⼊ コ ス ト が 従 来
よ り も ⾼ く な る 事 が 多 く 、 普 及 が 進 ん で い な い 問 題 が あ る 。 現 在 普 及 が 進 ん で
い る 建 築 ロ ボ ッ ト は 、 機 能 を 絞 り 、 コ ス ト を 抑 え て ⼤ 量 の 繰 り 返 し 作 業 に 使 ⽤
し て い る ケ ー ス 多 い 。  

建 築 ロ ボ ッ ト が 普 及 す る た め に は コ ス ト 低 減 が 重 要 な 課 題 で あ る 。 建 築 ロ ボ
ッ ト の 動 作 環 境 を 整 え て 、 建 築 ロ ボ ッ ト に 必 要 な 機 能 を 絞 っ た ロ ボ ッ ト の 開 発
や 建 築 ロ ボ ッ ト の 稼 働 時 間 を 増 や し て 、 従 来 ⼯ 法 よ り も 消 化 ⾼ を 増 や す な ど の
⼯ 夫 も 必 要 で あ る 。  
 ま た 、 建 設 業 は 深 刻 な 技 能 労 働 者 不 ⾜ が 進 ん で お り 、 建 設 業 が 魅 ⼒ 的 な 職 場
に な る た め に 、 作 業 環 境 向 上 も 重 要 で あ る と 考 え ら れ る 。 現 状 は 各 社 が コ ス ト
を 負 担 し 、 普 及 促 進 を ⾏ っ て い る 段 階 で あ る が 、 建 設 業 界 全 体 で 普 及 促 進 を 進
め て い く 必 要 が あ る 。  

⽇ 本 の 技 能 労 働 者 は 年 々 減 っ て き て お り 、 時 間 外 労 働 時 間 短 縮 の た め に 公 共
⼯ 事 設 計 労 務 単 価 は 年 々 上 昇 し て い る ※ 。 建 設 業 界 の ⾼ 齢 化 と 技 能 労 働 者 不 ⾜
は 深 刻 化 し て お り 、 2024 年 4 ⽉ か ら は 残 業 時 間 規 制 も 本 格 化 し て く る た め 、
建 築 ロ ボ ッ ト の 必 要 性 も ⾼ ま り 、 普 及 促 進 が 進 ん で い く と 考 え ら れ る 。  
 
※ ： ⽇ 本 建 設 業 連 合 会 HP 建 設 業 デ ジ タ ル ハ ン ド ブ ッ ク  
   4.建 設 労 働  労 働 賃 ⾦ ・ 公 共 ⼯ 事 設 計 労 務 単 価 の 推 移 (2023 年 6 ⽉ 更 新 ) 

https://www.nikkenren.com/publication/handbook/chart6-4/index.html#link07 
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第２節．利⽤者へのヒアリング 

表 1-5 に⽰した建 築 ロ ボ ッ ト の 利 ⽤ 者 に ヒ ア リ ン グ し た 事 項 に つ い て の ア ン ケ
ー ト 調 査 結 果 に お い て 、ヒ ア リ ン グ の 対 象 者 は 建 築 ロ ボ ッ ト の 操 作 者 、管 理 者 、
作 業 依 頼 者 、 現 場 監 督 員 （ ゼ ネ コ ン 、 サ ブ コ ン ） で あ る 。  

建 築 ロ ボ ッ ト 導 ⼊ 後 の ヒ ア リ ン グ 実 施 事 項 を 下 記 に ⽰ す 。  
 ・ 率 直 な 感 想 （ 使 ⽤ 感 、 操 作 性 ）  

・ 運 ⽤ 実 績 の 確 認 （ 仕 事 量 、 タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル 等 ）  
・ 実 際 の 効 果 （ コ ス ト 、 ⼯ 程 削 減 、 疲 労 の 軽 減 度 合 ）  

 ・ 不 具 合 時 の 対 応 の 振 り 返 り 、 シ ス テ ム 改 善 点 、 運 ⽤ ⾯ の 課 題  
 ・ ⽣ 産 性 、 コ ス ト 、 時 間  
 ・ 適 ⽤ の 可 能 性  

 
 建 築 ロ ボ ッ ト の ス テ ー ク ホ ル ダ ー は 、建 築 ロ ボ ッ ト の オ ペ レ ー タ ー 、作 業 の 発
注 者 、建 築 ロ ボ ッ ト の 製 作 会 社 、運 ⽤ メ ン テ ナ ン ス 会 社 、現 場 監 督 員 等 が 考 え ら
れ る 。建 築 ロ ボ ッ ト の 関 わ り ⽅ は ⽴ 場 に よ っ て 異 な る が 、ヒ ア リ ン グ の ⽬ 的 は 現
状 の 確 認 （ ⽣ 産 性 、 コ ス ト 、 操 作 性 等 ） と 課 題 の 確 認 で あ る 。  

建 築 ロ ボ ッ ト は 誰 で も 簡 単 に 扱 え 、 導 ⼊ 準 備 の ハ ー ド ル が 低 い ⽅ が 普 及 し や
す い 。実 際 に 現 場 で 活 ⽤ し 、課 題 を 洗 い 出 し 、改 善 を 繰 り 返 し て い く 事 が 重 要 で
あ る 。  
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第３節．導⼊コスト低減の検討 

表 1-5 に⽰した建 築 ロ ボ ッ ト の ロ ボ ッ ト 導 ⼊ コ ス ト 低 減 に 必 要 な 事 項 に つ い
て 、 ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 で 回 答 の あ っ た 建 築 ロ ボ ッ ト の 導 ⼊ コ ス ト 低 減 に 必 要
な 事 項 を 下 記 に ⽰ す 。  
  1） 建 築 ロ ボ ッ ト の 稼 働 率 や 稼 働 時 間 の 向 上  
   ・運 ⽤ 効 率 を 上 げ る た め に 、現 場 内 で 事 前 調 整・周 知 で 、ロ ボ ッ ト が 稼 働

し て い る こ と を 作 業 者 関 係 者 全 員 が 認 識 し て い る こ と が 重 要  
   ・ 各 社 で の 積 極 的 活 ⽤ に よ る 操 作 員 や レ ン タ ル 費 ⽤ の 低 減  
   ・ 作 業 所 間 で の 共 有 利 ⽤ に よ る ⻑ 期 的 な 継 続 利 ⽤  
   ・ 協 働 型 ロ ボ ッ ト を 使 ⽤ す る 場 合 の 作 業 者 と ロ ボ ッ ト の 作 業 分 担 の 決 定  
  2） 建 築 ロ ボ ッ ト の コ ス ト 低 減  
   ・ 建 築 ロ ボ ッ ト 製 作 費 ⽤ の 低 減 （ 機 能 や 性 能 の 絞 込 等 ）  
   ・ 外 国 企 業 の 積 極 的 な 導 ⼊ に よ る ⽣ 産 コ ス ト 低 減  
   ・ 建 築 ロ ボ ッ ト の 量 産 化 、 拡 販  
  3） 建 築 ロ ボ ッ ト の 付 帯 費 ⽤ 低 減  
   ・ ⾃ 律 運 転 ロ ボ ッ ト の 監 視 員 無 し で の 稼 働  
   ・ 5G な ど 通 信 環 境 の 充 実  
    （ 通 信 環 境 が 必 要 な ロ ボ ッ ト の 場 合 、通 信 会 社 の 5G 等 の 電 波 環 境 が 悪

い 場 合 、 現 場 毎 に 無 線 通 信 環 境 を 整 備 す る 費 ⽤ が 発 ⽣ ）  
   ・ サ ー バ ー 使 ⽤ 料 の 改 善  

・ ⼯ 事 ⽤ ELV 各 階 の 電 動 外 扉 の 改 善  
  4） 活 ⽤ ⽅ 法 に よ る コ ス ト 低 減  
   ・ 複 数 業 者 で 活 ⽤ す る こ と に よ る レ ン タ ル 費 の 分 散  
   ・ 複 数 拠 点 を 設 け る こ と に よ る 運 搬 費 の 削 減  
   ・ 建 築 ロ ボ ッ ト の 操 作 者 の 拡 充  
   ・ ⼀ 式 ⼯ 事 の 契 約 に よ る コ ス ト 低 減  
  5） 社 会 環 境 整 備  
   ・ 業 界 全 体 で イ メ ー ジ ア ッ プ を 図 る 意 思 、 盛 り 上 げ  
   ・ 補 助 ⾦ ⽀ 給 等 イ ン セ ン テ ィ ブ を 与 え る 認 可 機 関 、 実 施 機 関  
 
 建 築 ロ ボ ッ ト の 稼 働 率 が 上 が る 環 境 を 整 備 す る こ と で 費 ⽤ 対 効 果 の 向 上 が 期
待 で き る 。  
 建 築 ロ ボ ッ ト は ⽐ 較 的 ⾼ 価 な 物 が 多 い た め 、 建 築 ロ ボ ッ ト ⾃ 体 の 費 ⽤ 低 減 が
求 め ら れ て い る 。ま た 、建 築 ロ ボ ッ ト を 動 か す た め に 、監 視 員 、通 信 環 境 、付 帯
設 備 等 の 環 境 が 必 要 で あ る 場 合 は 別 途 費 ⽤ が か か っ て く る た め 、 そ れ ら の コ ス
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ト 低 減 も 必 要 と な る 。そ の た め 、複 数 社 の 活 ⽤ に よ る 費 ⽤ の 分 散 、建 築 ロ ボ ッ ト
の 複 数 拠 点 に よ る 運 ⽤ に よ る 運 搬 費 の 削 減 等 も 必 要 と な る 。  
 そ の ⼀ ⽅ で 建 築 ロ ボ ッ ト を 導 ⼊ し た 場 合 、コ ス ト メ リ ッ ト が 低 い 場 合 も 多 く 、
普 及 促 進 の 阻 害 と な っ て い る 。そ の た め 業 界 全 体 で イ メ ー ジ ア ッ プ を 図 る 意 思 、
盛 り 上 げ が 必 要 で あ る 。ま た 、補 助 ⾦ ⽀ 給 等 イ ン セ ン テ ィ ブ を 与 え る 認 可 機 関 、
実 施 機 関 も 必 要 と な る と 考 え ら れ る 。  
 
 

第 4 節．導⼊費⽤、導⼊効果試算 

建 築 ロ ボ ッ ト の 導 ⼊ に 必 要 な 費 ⽤ の 内 訳 と そ の 費 ⽤ 負 担 に つ い て 、 更 に 導 ⼊
前 に ⾏ っ た 導 ⼊ 効 果 試 算 を ど の よ う な 指 標 で 試 算 す る か に つ い て 以 下 に ⽰ す 。  
 導 ⼊ 費 ⽤ に 関 し て 、総 じ て 運 搬 費 、リ ー ス 料 、操 作 ⼈ 件 費 、サ ポ ー ト ⼈ 件 費 、
電 気 代 な ど が 共 通 に あ げ ら れ る 。 ロ ボ ッ ト に よ っ て は Robo-Carrier の よ う に 現
場 に Wi-Fi の 整 備 に よ る 費 ⽤ な ど が 発 ⽣ す る ケ ー ス も あ る 。 費 ⽤ の 負 担 に お い
て は 基 本 的 に は 現 場 の 負 担 と な る が 、現 状 で は ロ ボ ッ ト の 実 証 実 験 、検 証 、試 ⾏
を ⽬ 的 に 導 ⼊ す る ケ ー ス が 多 く 、 費 ⽤ は 全 額 も し く は 開 発 費 な ど で 部 分 的 に 負
担 し て い る 。  

導 ⼊ 効 果 の 試 算 に つ い て は 、省 ⼈ 化・⽣ 産 性 向 上 、在 来 ⼯ 法 と の ⽐ 較 や 労 働 者
の 負 担 軽 減 を ⽬ 的 に 試 算 を ⾏ っ て い る 。な か で も 、ト モ ロ ボ は 導 ⼊ 費 ⽤ 、導 ⼊ 効
果 試 算 ど ち ら も 明 確 に な っ て お り 、導 ⼊ 費 ⽤ に お い て は 費 ⽤ 負 担 の 考 え ⽅ な ど 、
導 ⼊ 効 果 試 算 に お い て は ⾃ 社 の シ ミ ュ レ ー タ で の 効 果 の 試 算 が 確 認 出 来 る な ど
実 績 も あ り 、 特 に 導 ⼊ し や す い ロ ボ ッ ト で あ る と 考 え ら れ る 。  
 建 築 ロ ボ ッ ト の 導 ⼊ 効 果 試 算 の 参 考 例 と し て 、 墨 出 し ロ ボ ッ ト の 活 ⽤ 事 例 に
お け る 費 ⽤ 対 効 果 算 出 例 を 次 ペ ー ジ に ⽰ す 。 今 後 の 建 築 ロ ボ ッ ト の 導 ⼊ 効 果 試
算 の 参 考 に な れ ば 幸 い で あ る 。  
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第７章 参考情報 

第１節．関係法令 

本 ガ イ ド ラ イ ン で 対 象 と し た 建 築 ロ ボ ッ ト に 関 連 す る 法 令 や ガ イ ド ラ イ ン 等
を 以 下 に ⽰ し ま す 。 こ こ に 掲 載 し た 法 令 や ガ イ ド ラ イ ン 等 に つ い て は 、 本 ガ イ
ド ラ イ ン 作 成 時 （ 令 和 6 年 3 ⽉ ） の も の で あ る た め 、 実 際 の ロ ボ ッ ト 導 ⼊ 時 に
は 最 新 の 法 令 や ガ イ ド ラ イ ン を 参 照 の こ と 。 

 
【 産 業 ⽤ ロ ボ ッ ト 関 連 】  
①  安 全 衛 ⽣ 規 則  第 三 ⼗ 六 条  第 31 号 ［ 特 別 教 育 を 必 要 と す る 業 務 − 産 業 ⽤ ロ
ボ ッ ト ］  
 「 マ ニ プ レ ー タ 及 び 記 憶 装 置（ 可 変 シ ー ケ ン ス・固 定 シ ー ケ ン ス 制 御 装 置 ）を
有 し 、記 憶 装 置 の 情 報 に 基 づ き 、マ ニ プ レ ー タ の 伸 縮・屈 伸・上 下 移 動・左 右 移
動 若 し く は 旋 回 の 動 作 ⼜ は こ れ ら の 複 合 動 作 を ⾃ 動 的 に ⾏ う こ と が で き る 機 械
で 、研 究 開 発 中 の も の そ の 他 厚 ⽣ 労 働 ⼤ ⾂ が 定 め る も の を 除 い た も の 」と 定 義 さ
れ て い る 。 ま た 、 厚 ⽣ 労 働 ⼤ ⾂ が 定 め る 機 械 を 次 の よ う に 定 め て い る 。  
 ⼀  定 格 出 ⼒（ 駆 動 ⽤ 原 動 機 を ⼆ 以 上 有 す る も の に あ っ て は 、そ れ ぞ れ の 定 格

出 ⼒ の う ち 最 ⼤ の も の ） が 80W 以 下 の 駆 動 ⽤ 原 動 機 を 有 す る 機 械  
  ⼆  固 定 シ ー ケ ン ス 制 御 装 置 の 情 報 に 基 づ き マ ニ プ レ ー タ の 伸 縮 、 上 下 移 動 、

左 右 移 動 ⼜ は 旋 回 の 動 作 の う ち い ず れ か ⼀ つ の 動 作 の 単 調 な 繰 り 返 し を
⾏ う 機 械  

  三  前 ⼆ 号 に 掲 げ る 機 械 の ほ か 、当 該 機 械 の 構 造 、性 能 等 か ら み て 当 該 機 械 に
接 触 す る こ と に よ る 労 働 者 の 危 険 が ⽣ ず る お そ れ が な い と 厚 ⽣ 労 働 省 労
働 基 準 局 ⻑ が 認 め た 機 械  

 
・ 労 働 安 全 衛 ⽣ 規 則 第 三 ⼗ 六 条 第 三 ⼗ ⼀ 号 の 規 定 に 基 づ く 厚 ⽣ 労 働 ⼤ ⾂ が 定 め

る 機 械  
https://www.mhlw.go.jp/web/t_doc?dataId=74084000&dataType=0&pageNo
=1 
 

【 搬 送 ロ ボ ッ ト 関 連 】  
①  JIS D 6802［ 無 ⼈ 搬 送 ⾞ 及 び 無 ⼈ 搬 送 ⾞ シ ス テ ム の − 安 全 要 求 事 項 及 び 検 証 ］ 

無 ⼈ 搬 送 ⾞ 及 び 無 ⼈ 搬 送 ⾞ シ ス テ ム の 製 造 者 に 対 す る 無 ⼈ 搬 送 ⾞ シ ス テ ム ⾃
⾝ の 安 全 要 求 事 項 及 び 検 証 ⼿ 段 に つ い て 規 定 。 無 ⼈ 搬 送 ⾞ を 安 全 に 運 転 で き る
運 転 区 域 を 準 備 す る た め の 最 低 限 の 要 求 事 項 や 資 格 作 業 者 の 定 義 と 必 要 な 教 育
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訓 練 に つ い て 規 定 し て い る 。 2022 年 2 ⽉ の ISO 3691-4 発 ⾏ に 伴 い 改 正 。 無 ⼈
搬 送 ⾞ シ ス テ ム の 導 ⼊ 検 討 段 階 か ら 設 置 運 ⽤ ま で の 安 全 確 保 に 関 す る ⼀ 般 事 項
は 改 正 に よ り JIVAS A10 に 移 管 さ れ た 。  

無 ⼈ 搬 送 ⾞ と は 、⾃ 動 で ⾛ ⾏ し 、荷 な ど ⼈ 以 外 の 物 品 の 搬 送 を ⾏ う 機 能 を も つ
⾞ 両 で 、道 路 交 通 法 に 定 め ら れ た 道 路 で は 使 ⽤ し な い も の を 対 象 と し 、⼈ が 運 転
す る 産 業 ⾞ 両 を ⾃ 動 化 し た ⾞ 両 タ イ プ 、積 載 形 及 び け ん 引 形 、経 路 誘 導 式 や ⾃ 律
移 動 式 の 無 ⼈ 搬 送 ⾞（ AGV）、⾃ 律 ⾛ ⾏ ロ ボ ッ ト（ AMR）が 含 ま れ る 。関 連 規 格
と し て JIS D 6801［ 無 ⼈ 搬 送 ⾞ シ ス テ ム に 関 す る ⽤ 語 ］ が あ る 。  

 
・ JIS D 6801 

https://webdesk.jsa.or.jp/books/W11M0090/index/?bunsyo_id=JIS+D+6801
%3A2019 

・ JIS D 6802  
https://webdesk.jsa.or.jp/books/W11M0090/index/?bunsyo_id=JIS+D+6802
%3A2022 
 

②  ISO3691-4「 Industrial trucks- Safety requirements and verification - 
Part 4:Driverless industrial trucks and their systems」  

 無 ⼈ 搬 送 ⾞ シ ス テ ム の 安 全 要 求 事 項 及 び 検 証 に 関 す る 国 際 規 格 。 AGV や シ ス
テ ム に お け る ⼈ 検 出 装 置 、動 作 モ ー ド 、ブ レ ー キ シ ス テ ム な ど の 安 全 要 求 レ ベ ル
(PLr: Required Performance Level)を 定 め て い る 。ま た 、使 ⽤ 環 境 に お け る リ ス
ク 低 減 （ リ ス ク ア セ ス メ ン ト ） や 機 能 の 妥 当 性 確 認 の ⼿ 順 に つ い て 記 載 。  
・ ISO3691-4 

https://webdesk.jsa.or.jp/books/W11M0090/index/?bunsyo_id=ISO+3691-
4%3A2023 

 
③  JIVAS A10［ 無 ⼈ 搬 送 ⾞ 及 び シ ス テ ム ― 製 造 業 者 及 び 使 ⽤ 者 の 運 ⽤ の た め  

の ガ イ ド ラ イ ン ］  
⼀ 般 作 業 員 ，⾒ 学 者 な ど 、無 ⼈ 搬 送 ⾞ に 関 す る 特 別 な 訓 練 及 び 教 育 ⼜ は 特 別 な

知 識 の な い 全 て の ⼈ を 対 象 と し て 、 無 ⼈ 搬 送 ⾞ の 導 ⼊ 準 備 及 び 運 ⽤ 段 階 に お け
る 安 全 確 保 、運 ⽤ に つ い て 制 定 。運 転 区 域 の 指 定 通 路 の 歩 ⾏ や 制 限 区 域 、隔 離 区
域 へ の ⽴ ⼊ り 禁 ⽌ 、 保 護 具 の 着 ⽤ な ど の 注 意 事 項 を 記 載 。  
 
・ JIVAS A10 
 http://www.jiva.or.jp/safety/standardization.html 
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【 溶 接 ロ ボ ッ ト 】  
①  JARAS 1012［ 建 築 鉄 ⾻ 溶 接 ロ ボ ッ ト の 型 式 認 証 に お け る 試 験 ⽅ 法 及 び 判 定

基 準 ］、 JARAS 1013［ 建 築 鉄 ⾻ 溶 接 ロ ボ ッ ト の 型 式 認 証 基 準 ］  
⼀ 般 社 団 法 ⼈ ⽇ 本 ロ ボ ッ ト ⼯ 業 会 が ロ ボ ッ ト の 型 式 （ 製 品 機 種 の 溶 接 基 本 仕

様 ） に 対 し て 規 格 に 準 拠 し た 製 品 の 適 合 性 に 関 す る 認 証 制 度 。 2023 年 12 ⽉ の
時 点 で 6 社 100 機 種 の 建 築 鉄 ⾻ 溶 接 ロ ボ ッ ト が 型 式 認 証 さ れ て い る 。  
 
・ JARAS 1012、 JARAS 1013 
 https://www.jara.jp/system/kenchiku/detail.html 
 
【 全 般 】  
①  JIS B 9700［ 機 械 類 の 安 全 性 − 設 計 の た め の ⼀ 般 原 則 − リ ス ク ア セ ス メ ン ト

及 び リ ス ク 低 減 ］  
機 械 類 の 設 計 に お け る 安 全 性 の 達 成 の ⽅ 法 論 や ス ク ア セ ス メ ン ト 及 び リ ス ク

低 減 の 原 則 、⽤ 語 を 規 定 し て い る 。ま た 、機 械 の ラ イ フ サ イ ク ル（ 仕 様 検 討 、製
造 、改 造 、運 搬・解 体 、廃 棄 な ど ）の 間 の 危 険 源 の 同 定 、リ ス ク ⾒ 積 り 及 び リ ス
ク 評 価 、ま た 、危 険 源 除 去 ⼜ は ⼗ 分 な リ ス ク 低 減 を 準 備 す る た め の ⼿ 順 が ⽰ さ れ
て お り 、機 械（ ロ ボ ッ ト ）の 使 ⽤ 者 に 対 し て も 運 ⽤ に あ た っ て の リ ス ク 低 減 プ ロ
セ ス や 保 護 ⽅ 策（ 組 織 、追 加 安 全 防 護 物 の 準 備 及 び 使 ⽤ 、保 護 具 の 使 ⽤ 、訓 練 な
ど ）が 求 め ら れ て い る 。関 連 規 格 と し て ISO 12100［ 機 械 類 の 安 全 性 ］が あ る 。  
 
・ JIS B 9700 

https://webdesk.jsa.or.jp/books/W11M0090/index/?bunsyo_id=JIS+B+9700
%3A2013 

 
②  JIS B 8433［ ロ ボ ッ ト 及 び ロ ボ テ ィ ッ ク デ バ イ ス −  産 業 ⽤ ロ ボ ッ ト の た め の

安 全 要 求 事 項 −  第 1 部 ： ロ ボ ッ ト 、 第 ２ 部 ： ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 及 び イ ン テ
グ レ ー シ ョ ン ］  

産 業 ⽤ ロ ボ ッ ト の 本 質 的 安 全 設 計 、 保 護 ⽅ 策 及 び 使 ⽤ 上 の 情 報 の 要 求 事 項 及
び 指 針 を 規 定 し て い る 国 際 規 格 ISO 10218-1［ ロ ボ ッ ト 及 び ロ ボ ッ ト 装 置 − 産
業 ⽤ ロ ボ ッ ト の 安 全 要 求 事 項 − 第 1 部：ロ ボ ッ ト ］及 び 、基本的なハザード及び危
険状態を規定し、それらに関連するリスクを除去⼜は低減させる要求事項を⽰している
ISO 10218-2［ ロ ボ ッ ト 及 び ロ ボ ッ ト 装 置 − 産 業 ⽤ ロ ボ ッ ト の 安 全 要 求 事 項 − 第
２ 部：ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 及 び 統 合 ］を 基 に 、技 術 的 内 容 及 び 構 成 を 変 更 す る こ と
な く 作 成 さ れ た ⽇ 本 ⼯ 業 規 格 。  

ロ ボ ッ ト の 作 業 エ リ ア を 安 全 柵 で 隔 て る こ と な く ⼈ と の 空 間 を 共 有 す る 協 働
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ロ ボ ッ ト に 対 す る 設 計 者 、製 造 者 、設 置 者 が 実 施 す べ き 安 全 要 求 事 項 を 規 定 し て
い る 。ま た 、協 働 ロ ボ ッ ト シ ス テ ム を 使 ⽤ す る 事 業 者 が リ ス ク ア セ ス メ ン ト に 基
づ く 措 置 を 実 施 し 、 産 業 ⽤ ロ ボ ッ ト に 接 触 す る こ と に よ り 労 働 者 に 危 険 の ⽣ ず
る お そ れ が 無 く な っ た と 評 価 で き る こ と を 要 求 し て い る 。な お 、評 価 結 果 は 記 録 、
保 管 が 必 要 で あ る 。  

「 は さ ま れ 、墜 落 等 の 物 理 的 な 作 ⽤ 」の 危 険 性 に つ い て 産 業 ⽤ ロ ボ ッ ト の マ ニ
ピ ュ レ ー タ 等 の ⼒ 及 び 運 動 エ ネ ル ギ ー に 留 意 が 必 要 で あ り 、 産 業 ⽤ ロ ボ ッ ト が
⼈ に 接 触 す る と き の ⼒ と 運 動 エ ネ ル ギ ー は ISO/TS 15066 で 規 定 す る 値 以 下 に
す る こ と を 規 定 し て い る 。  

関 連 規 格 と し て ISO/TS 15066:2016 ［ Robots and robotic devices ̶  
Collaborative robots］ が あ る 。  

ま た 、 関 連 資 料 と し て 平 成 25 年 12 ⽉ 24 ⽇ 付  基 安 安 発 1224 第 1 号 「 産 業
⽤ ロ ボ ッ ト に 係 る 労 働 安 全 衛 ⽣ 規 則 第  150 条 の ４ の 施 ⾏ 通 達 の ⼀ 部 改 正 に 当
た っ て の 留 意 事 項 に つ い て 」 及 び 基 発 1224 第 2 号 「 労 働 安 全 衛 ⽣ 規 則 の ⼀ 部
を 改 正 す る 省 令 の 施 ⾏ 等 に つ い て 」 が あ る 。  
 
・ JIS B 8433-1 

https://webdesk.jsa.or.jp/books/W11M0090/index/?bunsyo_id=JIS+B+8433
-1%3A2015 

・ JIS B 8433-2 
https://webdesk.jsa.or.jp/books/W11M0090/index/?bunsyo_id=JIS+B+8433
-2%3A2015 

・ ISO 10218-1 
https://webdesk.jsa.or.jp/books/W11M0090/index/?bunsyo_id=ISO+10218-
1%3A2011 

・ ISO 10218-2 
https://webdesk.jsa.or.jp/books/W11M0090/index/?bunsyo_id=ISO+10218-
2%3A2011 

・ ISO/TS 15066 
https://webdesk.jsa.or.jp/books/W11M0090/index/?bunsyo_id=ISO%2FTS+
15066%3A2016 

 
③  機 能 安 全 活 ⽤ 実 践 マ ニ ュ ア ル  ― ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 編 − ［ 中 央 労 働 災 害 防 ⽌

協 会 ］  
 産 業 ⽤ ロ ボ ッ ト を ⽤ い て 統 合 シ ス テ ム を 検 討 す る 場 合 に 、 リ ス ク ア セ ス メ ン
ト か ら 始 ま る 機 能 安 全 設 計 の ⼿ 順 、 機 能 安 全 に よ る 制 御 シ ス テ ム の 安 全 ⽬ 標 設
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定 と 実 現 ⽅ 法 、及 び そ れ ら ⼿ 段 の 試 験 と 安 全 性 評 価 に つ い て ま と め て い る 。事 例
や 演 習 を 交 え な が ら 実 践 的 な 安 全 対 策 が 記 載 さ れ て い る 。  
 

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11300000-Roudoukijunkyoku
anzeneiseibu/0000197860.pdf 

 
④  機 械 の 包 括 的 な 安 全 基 準 に 関 す る 指 針 ［ 厚 ⽣ 労 働 省 ］  

す べ て の 機 械 に 適 ⽤ で き る 包 括 的 な 安 全 確 保 の ⽅ 策 に 関 す る 基 準 を し め し た
指 針 。機 械 の 設 計・製 造 者 と 使 ⽤ 事 業 者 と も に リ ス ク ア セ ス メ ン ト と 保 護 ⽅ 策 の
実 施 を 規 定 し て い る 。機 械 の 使 ⽤ 事 業 者 に は 追 加 の 保 護 ⽅ 策 と し て 、作 業 標 準・
マ ニ ュ ア ル の 整 備 、訓 練・教 育・監 督 、個 ⼈ ⽤ 保 護 具 の 使 ⽤ な ど を 求 め て い る 。  
 指 針 に は 使 ⽤ 者 業 界 団 体 と し て 社 団 法 ⼈  ⽇ 本 建 設 業 団 体 連 合 会 （ 現  ⼀ 般 社
団 法 ⼈  ⽇ 本 建 設 業 連 合 会 ） が 記 載 さ れ て い る 。  
  

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-11201000-Roudoukijunkyoku-Sou
muka/0000021042.pdf 

 
⑤  産 業 ⽤ ロ ボ ッ ト 導 ⼊ ガ イ ド ラ イ ン ［ 経 済 産 業 省  中 部 経 済 産 業 局 ・ 名 古 屋 ⼯

業 ⼤ 学  産 学 官 連 携 セ ン タ ー ］  
主 に 中 ⼩ 企 業 向 け に 産 業 ⽤ ロ ボ ッ ト 導 ⼊ の ス テ ッ プ（ ⼿ 順 ）と 検 討 事 項 を と り

ま と め て い る 。  
 

https://www.chubu.meti.go.jp/b21jisedai/report/robot_introduction_guideli
ne/guideline.pdf 

 
【 電 波 利 ⽤ 】  
①  無 ⼈ 移 動 体 画 像 伝 送 シ ス テ ム （ ロ ボ ッ ト ⽤ 無 線 局 ）  
 平 成 28 年 ８ ⽉ の 電 波 法 無 線 設 備 規 則 等 の 省 令 改 正 に よ っ て 、無 ⼈ 移 動 体 画 像
伝 送 シ ス テ ム と し て ロ ボ ッ ト（ ド ロ ー ン ）の ⾼ 画 質 で ⻑ 距 離 な 映 像 伝 送 を 可 能 に
す る メ イ ン 回 線 ⽤ 周 波 数 に 2.4GHz 帯 及 び 5.7GHz 帯 の 周 波 数 が 確 保 さ れ た 。ま
た 、 こ れ ら の バ ッ ク ア ッ プ 回 線 ⽤ 周 波 数 と し て 169MHz 帯 が 整 備 さ れ た 。  

使 ⽤ 可 能 な 最 ⼤ 空 中 線 電 ⼒ が １ W と な り 5km 程 度 の ⻑ 距 離 通 信 も 可 能 に な っ
た 。 無 ⼈ 移 動 体 画 像 伝 送 シ ス テ ム は 陸 上 移 動 局 ⼜ は 携 帯 局 と し て 無 線 局 免 許 の
所 得 が 必 要 で 、無 線 局 の 運 ⽤（ 操 作 ）に も 第 三 級 陸 上 特 殊 無 線 技 ⼠ 以 上 の 資 格 が
必 要 と な る 。  
 無 ⼈ 移 動 体 画 像 伝 送 シ ス テ ム 回 線 の 周 波 数 帯 利 ⽤ に つ い て 、ロ ボ ッ ト（ ド ロ ー
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ン ）の 運 ⽤ 者 側 が 主 体 と な っ た 関 係 者 間 の 運 ⽤ 調 整・連 絡 及 び 障 害 発 ⽣ 時 等 の 対
応 を ⽬ 的 と し て 、（ ⼀ 財 ） ⽇ 本 無 ⼈ 機 運 ⾏ 管 理 コ ン ソ ー シ ア ム （ JUTM） が 関 係
者 間 の 運 ⽤ 調 整 ⼿ 続 き の 簡 素 化 が 可 能 な 場 の 提 供 を ⾏ っ て い る 。  
 
・ 無 ⼈ 移 動 体 画 像 伝 送 シ ス テ ム （ ロ ボ ッ ト ⽤ 無 線 局 ） の ⼀ 部 運 ⽤ 変 更 に つ い  
 (総 務 省 総 合 通 信 基 盤 局  電 波 部 移 動 通 信 課 ) 
 https://www.soumu.go.jp/main_content/000823534.pdf 
・ ⼀ 般 財 団 法 ⼈  総 合 研 究 奨 励 会  ⽇ 本 無 ⼈ 機 運 ⾏ 管 理 コ ン ソ ー シ ア ム  
 https://jutm.org/about/ 
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第２節．ロボット保険  

建 築 ロ ボ ッ ト を 導 ⼊ す る に あ た り 、 ロ ボ ッ ト を 使 ⽤ す る ユ ー ザ ー 側 が ⼿ 配 す
べ き 保 険 と し て 、 動 産 総 合 保 険 、 利 益 保 険 /営 業 継 続 費 ⽤ 保 険 、 傷 害 総 合 保
険 、 労 災 総 合 保 険 、 請 負 賠 償 責 任 保 険 が あ る 。  

 
 ● 動 産 総 合 保 険  
  ロ ボ ッ ト 本 体 の 破 損 、 ⽕ 災 、 盗 難 、 ⽔ 濡 れ で 等 で ⽣ じ た 損 害 を 補 償  
  保 険 料 は 、 保 険 ⾦ 額 、 動 産 の 種 類 、 保 管 場 所 、 運 送 危 険 等 を も と に 決 定  
 ● 利 益 保 険 /営 業 継 続 費 ⽤ 保 険  
  ロ ボ ッ ト に よ っ て 施 設 や 機 械 設 備 等 が ⽕ 災 、破 裂・爆 発 、破 損 、外 部 か ら の

物 体 の 落 下 等 に よ り 損 害 を 被 っ た 場 合 に 、 休 業 損 失 や 営 業 活 動 を 継 続 す る
た め に 必 要 な 費 ⽤ を 補 償  

  保 険 料 は 、 保 険 ⾦ 額 ・ 施 設 の 構 造 ・ 担 保 危 険 等 に よ り 個 別 に 決 定  
 ● 傷 害 総 合 保 険  
  従 業 員 等 が 急 激 か つ 偶 然 な 外 来 の 事 故 に よ っ て ⾝ 体 障 害（ 死 亡 、後 遺 障 害 、

負 傷 等 ）を 被 っ た 場 合 に 、死 亡 保 険 ⾦・後 遺 障 害 保 険 ⾦・⼊ 保 険 ⾦・⼿ 術 保
険 ⾦ ・ 通 院 保 険 ⾦ と し て あ ら か じ め 定 め ら れ た ⾦ 額 で 補 償  

  保 険 料 は 、 保 険 ⾦ 額 お よ び 職 種 等 を も と に 算 出  
 ● 労 災 総 合 保 険  
  企 業 の 従 業 員 が 業 務 遂 ⾏ 中 あ る い は 通 勤 途 上 で 災 害 に 遭 遇 し た 場 合 に 、 政

府 労 災 保 険 の 給 付 が 決 定 さ れ た 労 働 災 害 に つ い て 、 政 府 労 災 に 上 乗 せ し て
給 付 す る 災 害 補 償 ⾦ が ⽀ 払 わ れ る 保 険  

  保 険 料 は 、事 業 種 類 、過 去 の 損 害 率 、事 業 場 数 と 、被 ⽤ 者 数 ま た は 賃 ⾦ 総 額
に 基 づ い て 個 別 に 決 定  

 ● 請 負 賠 償 責 任 保 険  
  ⼯ 事 中 の 不 測 の 事 故 に よ っ て ⽣ じ た 、 第 三 者 の ⾝ 体 や 財 物 の 損 傷 に 対 し て  

⽀ 払 う 損 害 賠 償 ⾦ や 争 訟 費 ⽤ 等 を 補 償  
  保 険 料 は 、⽀ 払 限 度 額・⾃ ⼰ 負 担 額 の 設 定 、請 負 ⼯ 事（ 作 業 ）の 種 類 、年 間

売 上 ⾼ 、 領 収 ⾦ 等 に よ っ て 決 定  
 
 建 築 ロ ボ ッ ト の 現 場 導 ⼊ に よ っ て ⽣ じ る ロ ボ ッ ト 本 体 、ユ ー ザ ー（ 企 業 、従 業
員 ）、施 設 、第 三 者 に 対 す る リ ス ク に 備 え た 保 険 商 品 が 存 在 す る 。加 え て 、⼯ 事
現 場 が 加 ⼊ す る ⼯ 事 保 険 が 適 ⽤ さ れ る 範 囲 も 存 在 す る た め 、 導 ⼊ す る 現 場 条 件
や 必 要 性 に 応 じ て 各 種 保 険 へ の 加 ⼊ を 検 討 す る 必 要 が あ る 。し か し 、各 種 保 険 を
個 別 に 加 ⼊ す る に は 煩 雑 な ⼿ 続 き が 必 要 と な る た め 、 建 築 ロ ボ ッ ト の 現 場 導 ⼊
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で ⽣ じ る 様 々 な リ ス ク を 包 括 的 に 補 償 す る パ ッ ケ ー ジ 商 品 が 販 売 さ れ て い る 。
代 表 的 な パ ッ ケ ー ジ 商 品 を 以 下 に ⽰ す （ 令 和 5 年 12 ⽉ 時 点 ）。  
 

・ あ い お い ニ ッ セ イ 同 和 損 害 保 険 ： タ フ ビ ズ 事 業 活 動 総 合 保 険  
・ 損 害 保 険 ジ ャ パ ン ： ビ ジ ネ ス マ ス タ ー ・ プ ラ ス  
・ 東 京 海 上 ⽇ 動 ⽕ 災 保 険 ： 超 ビ ジ ネ ス 保 険  
・ 三 井 住 友 海 上 ⽕ 災 保 険 ： ビ ジ ネ ス プ ロ テ ク タ ー （ 建 設 業 ⽤ ）  
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第３節．導⼊⽀援事業 

建 設 ロ ボ ッ ト に 関 す る 導 ⼊ ⽀ 援 制 度 、 開 発 助 成 事 業 と し て 以 下 の よ う な も の
が あ る （ 令 和 5 年 12 ⽉ 時 点 ）。  

 
表 7-1 導⼊⽀援制度 

種別 名称 所管 概要 ⾦額等 対象 
補助⾦ ものづくり・商業・サ

ービス⽣産性向上促
進補助⾦ 

独）中⼩企業
基 盤 整 備 機
構 

⽣産性向上に資する
⾰ 新 的 サ ー ビ ス 開
発・試作品開発・⽣
産プロセスの改善を
⾏うための設備投資 

⼀般型通
常枠 

補助⾦ 

税制優遇 先端設備等導⼊制度 各⾃治体（中
⼩企業庁） 

⼀定期間内に販売さ
れたモデルで、⽣産
性が旧モデルと⽐較
して 1%以上向上す
る建設機械、ICT 施
⼯機器等 

固定資産
税の特例 

資本⾦ 1 億円
以下、従業員
1000 ⼈以下の
中⼩企業 

税制優遇 中⼩企業経営⼒強化
税制 

中⼩企業庁 経営⼒向上計画に基
づいて新たな設備を
取得し、指定された
事業にそれを利⽤す
ると、即時償却また
は取得価格の税額控
除 

即時償却
または取
得価格の
最⼤ 10%
の税額控
除 

資本⾦または
出資⾦ 1 億円
以下、従業員
1000 ⼈以下 

融資 IT 活⽤促進資⾦ ⽇ 本 政 策 ⾦
融公庫 

IT 化への対応を促
すために、IT 関連の
設備投資に必要な資
⾦を融資する制度 

2 億 7 千
万円まで
特別利率
③ 

電 ⼦ 計 算 機 、
周 辺 装 置 、端
末 装 置 、被 制
御 設 備 、多 軸
産 業 ⽤ ロ ボ
ッ ト 装 置 な
ど 関 連 設 備
の 取 得 に 必
要 不 可 ⽋ な
も の  
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補助⾦ ロボット導⼊⽀援補
助⾦ 

神奈川県 「さがみロボット産
業特区」の取組で商
品化されたロボット
の導⼊経費を補助 

導⼊経費
の 1/3、上
限 100 万
円、直接
貸与の場
合も有り 

県内に事務所
または事業所
を有する法⼈ 

補助⾦ 中堅・中⼩企業の賃上
げに向けた省⼒化等
の⼤規模成⻑投資補
助⾦ 

経済産業省 中堅・中⼩企業が、
持続的な賃上げを⽬
的に、⾜元の⼈⼿不
⾜に対応するための
省⼒化等による労働
⽣産性の抜本的な向
上と事業規模の拡⼤
を図るために⾏う⼯
場等の拠点新設や⼤
規模な設備投資に対
して補助 

補助上限  
50 億円 

補助⾦ 
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表 7-2 開発助成事業 
種別 名称 所管 概要 ⾦額等 対象 
助成⾦ 建設技術研究開発

助成制度 
国 ⼟ 交 通 省  建設分野の技術⾰新

を推進するため、国⼟
交通省が⽰したテー
マに対して⺠間企業
や⼤学等の先駆的な
技術開発提案を公募
し、優れた技術開発を
選抜・助成する競争的
研究費制度 

⼀般タイプ：
最⼤ 1000 万
円/年、最⼤ 2
年 
中 ⼩ ス タ ー
ト ア ッ プ 企
業 タ イ プ ：
500 万 円 (1
年⽬)、1000
万円(2-3 年
⽬)、最⼤3年 

⼤学、研究
機関、⺠間
企業 

助成⾦ 社会実装コンテス
トにおける研究開
発助成 

先端建設技術
センター 

「建設現場実装プロ
ジェクト」（国⼟交通
省）⽀援の⼀環とし
て、東京⼯業⾼校専⾨
学校が主催する社会
実装教育フォーラム
建設分野での「社会実
装コンテスト」にて同
プロジェクト⽀援委
員会から推薦された
⼯業⾼校専⾨学校を
対象に助成 

2 万円/チー
ム ×100 チ
ーム、クラウ
ド フ ァ ン デ
ィ ン グ 募 集
あり 

⼯業⾼校専
⾨学校 

助成⾦ ⾰新的ロボット研
究開発等基盤構築
事業 

NEDO 
経済産業省 

ロ ボ ッ ト 実 装 モ デ
ル 構 築 推 進 タ ス ク
フ ォ ー ス が 設 置 さ
れ た 「 施 設 管 理 」、
「 ⼩ 売 」、「 ⾷ 品 」分
野 に お い て「 ロ ボ ッ
ト フ レ ン ド リ ー な
環 境 」を 構 築 す る た
め の 開 発 を ⽀ 援 、少
な く と も 各 分 野 ２
テ ー マ  

2/3 助 成 、
上 限 記 載 な
い が 参 考 例
で は 全 体 ⾦
額 で 1000
万 円 （ う ち
助 成 は そ の
2/3） 未 満  

ロ ボ ッ ト
ユ ー ザ ー
企 業 、 あ
る い は ロ
ボ ッ ト ユ
ー ザ ー を
中 ⼼ と し
た 団 体 組
織  
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付録 用語集 

※１：PL 法（製造物責任法） 
製造物の⽋陥によって⽣じた⽣命、⾝体⼜は財産の損害に対して、製造物の不良や⽋陥が

原因だと証明できた場合、被害者が製造業者等に損害賠償を求めることができることを規
定した法律［平成六年法律第⼋⼗五号］ 
 
※２：産 業 ロ ボ ッ ト の 80W 規 制  

産 業 ⽤ ロ ボ ッ ト と は 、 ⼈ の 代 わ り に ⼯ 場 な ど で 組 み ⽴ て 作 業 な ど を ⾏ う 機 械
装 置 の 総 称 で 、⽇ 本 ⼯ 業 規 格（ JIS）で は「 ⾃ 動 制 御 さ れ 、再 プ ロ グ ラ ム 可 能 で 、  
多 ⽬ 的 な マ ニ ピ ュ レ ー タ で あ り 、3 軸 以 上 で プ ロ グ ラ ム 可 能 で 、1 か 所 に 固 定 し
て ⼜ は 移 動 機 能 を も っ て 、 産 業 ⾃ 動 化 の ⽤ 途 に ⽤ い ら れ る ロ ボ ッ ト 」と 定 義 さ
れ て い る 。  

ま た 、労 働 安 全 衛 ⽣ 法（安全衛⽣規則 第３６条第３１号）で は 、「 マ ニ プ レ ー タ 及
び 記 憶 装 置（ 可 変 シ ー ケ ン ス・固 定 シ ー ケ ン ス 制 御 装 置 ）を 有 し 、記 憶 装 置 の 情
報 に 基 づ き 、マ ニ プ レ ー タ の 伸 縮・屈 伸・上 下 移 動・左 右 移 動 若 し く は 旋 回 の 動
作 ⼜ は こ れ ら の 複 合 動 作 を ⾃ 動 的 に ⾏ う こ と が で き る 機 械 で 、 研 究 開 発 中 の も
の そ の 他 厚 ⽣ 労 働 ⼤ ⾂ が 定 め る も の を 除 い た も の 」と 定 義 さ れ て い る 。し か し 、
「 駆 動 ⽤ 原 動 機 の 定 格 出 ⼒ が 80W 以 下 の 機 械 」、「 固 定 シ ー ケ ン ス 制 御 装 置 の 情
報 に 基 づ き マ ニ プ レ ー タ の ⼀ 定 の 動 作 の 単 調 な 繰 り 返 し を ⾏ う 機 械 」、下 記 の 項
⽬ に 該 当 す る 機 械 で 労 働 者 に 危 険 が ⽣ ず る お そ れ が な い と 認 め ら れ た も の は 産
業 ⽤ ロ ボ ッ ト か ら 除 外 さ れ る（ 労 働 省 労 働 基 準 局 ⻑ 通 達  基 発 ３ ３ ９ 号 、基 発 ３
４ ０ 号 ）。  
 
１ ．円 筒 座 標 型 の 機 械 (極 座 標 型 ⼜ は 直 交 座 標 型 に 該 当 す る も の を 除 く )で 、そ の
可 動 範 囲 が 当 該 機 械 の 旋 回 軸 を 中 ⼼ 軸 と す る 半 径 300 ミ リ メ ー ト ル 、 ⻑ さ 300
ミ リ メ ー ト ル の 円 筒 内 に 収 ま る も の  
２ ．極 座 標 型 の 機 械 (円 筒 座 標 型 ⼜ は 直 交 座 標 型 に 該 当 す る も の を 除 く )で 、そ の
可 動 範 囲 が 当 該 機 械 の 旋 回 の 中 ⼼ を 中 ⼼ と す る 半 径 300 ミ リ メ ー ト ル の 球 内 に
収 ま る も の  
３ ．直 交 座 標 型 の 機 械 (円 筒 座 標 型 ⼜ は 極 座 標 型 に 該 当 す る も の を 除 く )で 、次 の
い ず れ か に 該 当 す る も の  
(1) マ ニ プ レ ー タ の 先 端 が 移 動 で き る 最 ⼤ の 距 離 が 、い ず れ の ⽅ 向 に も 300 ミ

リ メ ー ト ル 以 下 の も の で あ る こ と  
(2) 固 定 シ ー ケ ン ス 制 御 装 置 の 情 報 に 基 づ き 作 動 す る 輸 送 ⽤ 機 械 で 、 マ ニ プ レ

ー タ が 左 右 移 動 及 び 上 下 移 動 の 動 作 の み を ⾏ い 、 マ ニ プ レ ー タ が 上 下 に 移
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動 で き る 最 ⼤ の 距 離 が 100 ミ リ メ ー ト ル 以 下 の も の で あ る こ と  
４ ． 円 筒 座 標 型 、 極 座 標 型 及 び 直 交 座 標 型 の う ち い ず れ か 2 以 上 の 型 に 該 当 す
る 機 械 に あ っ て は 、 上 記 １ か ら ３ ま で に 規 定 す る 要 件 の う ち 該 当 す る 型 に 係 る
要 件 に 全 て 適 合 す る も の  
５ ． マ ニ プ レ ー タ の 先 端 部 が 、 直 線 運 動 の 単 調 な 繰 り 返 し の み を ⾏ う 機 械 (昭 和
58 年 労 働 省 告 ⽰ 第 51 号 本 則 第 2 号 に 該 当 す る も の を 除 く ) 
 

労 働 安 全 衛 ⽣ 規 則  第 150 条 の ４ の 規 定 に よ っ て 、産 業 ⽤ ロ ボ ッ ト に 接 触 す る
こ と に よ り 危 険 が ⽣ ず る お そ れ が あ る と き は 、 さ く ⼜ は 囲 い 等 を 設 け る こ と と
な っ て い た 。 2013 年 12 ⽉ 24 ⽇ 付 基 発 1224 第 ２ 号 通 達 に よ り 、 産 業 ⽤ ロ ボ ッ
ト と ⼈ と の 協 働 作 業 が 可 能 と な る 安 全 基 準 が 明 確 化 さ れ 、 リ ス ク ア セ ス メ ン ト
に 基 づ く 措 置 を 実 施 し 、 産 業 ⽤ ロ ボ ッ ト に 接 触 す る こ と に よ り 労 働 者 に 危 険 の
⽣ ず る お そ れ が 無 く な っ た と 評 価 で き る と き は さ く ⼜ は 囲 い 等 を 設 け る 必 要 が
な く な っ た（ 80W 規 制 の 緩 和 ）。ま た 、国 際 標 準 化 機 構（ Ｉ Ｓ Ｏ ）の 産 業 ⽤ ロ ボ
ッ ト 規 格 （ ISO 10218-1［ JIS B 8433-1］ 及 び ISO 10218-2［ JIS B 8433-2］） に
定 め る 措 置 を 実 施 し た 場 合 も さ く ⼜ は 囲 い 等 を 設 け る 必 要 が な い 。  
 
※３：エリアセンサ 
予め設定したエリア内の⼈や物体を検知するセンサで、光線や⾳波を発信しその反射もし
くは透過を検出することで物体を検知する。 
 
※４：パ フ ォ ー マ ン ス レ ベ ル （ PL）  
機 械 の 安 全 機 能（ Safety Function）を 実 ⾏ す る 部 分 を「 制 御 シ ス テ ム の 安 全 関 連
部 」 と 呼 び 、 こ の 安 全 関 連 部 の 能 ⼒ を 規 定 す る た め に ⽤ い ら れ る 区 分 レ ベ ル を
「 パ フ ォ ー マ ン ス レ ベ ル（ PL）」と 呼 ぶ 。こ の レ ベ ル は A〜 E に 設 定 さ れ 、A の
リ ス ク が 最 ⼩ で E が 最 ⼤ と な る 。  
 
※ ５ ： BIM（ Building Information Modeling）  
建 材 や 設 備 な ど 3 次 元 オ ブ ジ ェ ク ト を 基 に し て 、 コ ン ピ ュ ー タ ー 上 に 建 物 の 3
次 元 モ デ ル 作 成 す る 設 計 ⼿ 法 。3 次 元 モ デ ル に コ ス ト や 仕 上 げ 、管 理 情 報 な ど の
属 性 デ ー タ を 付 加 し 、計 画 、調 査 、設 計 、施 ⼯ 、維 持 管 理 の 各 段 階 に お い て 関 係
者 間 の 情 報 共 有 、建 築 ⽣ 産・管 理 シ ス テ ム の 効 率 化・⾼ 度 化 を 図 る こ と が 期 待 さ
れ て い る 。  
 
※ ６ ： プ ラ ス タ ー ボ ー ド  
プ ラ ス タ ー を 芯 材 と し て ボ ー ド ⽤ 紙 で 被 覆 し 、成 形 し た 板 状 の 建 築 材 料 。住 宅 や



81 
 

オ フ ィ ス な ど 、建 築 物 の 壁 や 天 井 の 内 装 材 と し て 使 ⽤ さ れ る 。⽯ 膏 ボ ー ド と も 呼
ば れ て い る 。⼀ 般 的 に サ イ ズ 1,820mm×910mm（ 3✕6 版 ）、厚 さ 9.5mm、12.5mm、
15mm が 使 ⽤ さ れ て い る 。  
 
※ ７ ： ECP（ Extruded Cement Panel 押 出 成 形 セ メ ン ト 板 ）  
オフィスビルや⼯場、倉庫などの外壁・間仕切壁などに⽤いる材料で、セメント・ケイ酸質
原料および繊維質原料を主原料として中空を有する板状に押出成形し、オートクレーブ養
⽣したパネル。軽量で強く、耐⽕性、耐候性に優れている。最⼤⻑さ 5,000mm、幅 600mm
または 900mm、厚さ 60mm が⼀般的に使⽤されている。 
 
※ ８ ： NR ボ ッ ク ス  
キ ャ ス タ ー 付 き の 建 設 副 産 物 専 ⽤ 回 収 容 器 。 ⽇ 本 通 運 が 提 供 す る ⽯ 膏 ボ ー ド や
⽊ く ず 、 紙 く ず な ど を 対 象 と し た 収 集 運 搬 サ ー ビ ス に 使 ⽤ し て い る 。  
 
※ ９ ： ト ロ ウ ェ ル  
ブ レ ー ド を 回 転 さ せ 打 設 し た ⼟ 間 コ ン ク リ ー ト を 平 ら に す る（ な ら す ）機 械 。広
い ⾯ 積 の コ ン ク リ ー ト 仕 上 げ 作 業 に 適 し て い て 、 ⼈ が コ テ で 仕 上 げ を ⾏ う よ り
も 効 率 的 か つ 綺 麗 に な ら す こ と が 出 来 る 。ト ロ ウ ェ ル に は ⼿ 持 ち（ ハ ン ド ）式 と
機 乗 式 の タ イ プ が あ り 、 動 ⼒ 源 と し て エ ン ジ ン 式 と バ ッ テ リ ー 式 の ２ 種 類 が あ
る 。  
 
※ 10： SLAM（ Simultaneous Localization and Mapping）  
セ ン サ を 搭 載 し た 移 動 体 が 周 囲 の 環 境 を セ ン シ ン グ し 、 ⾃ ⼰ 位 置 推 定 と 環 境 地
図 作 成 を 同 時 に ⾏ う 技 術 。  
 
※ 11： LiDAR（ Light Detection and Ranging）  
対 象 物 に 光 を 照 射 し 、 そ の 反 射 光 を 光 セ ン サ で と ら え 距 離 を 測 定 す る ⽅ 法 ま た
は 装 置 。  
 
※ 12： 杭 ナ ビ  
株 式 会 社 ト プ コ ン が 販 売 す る ト ー タ ル ス テ ー シ ョ ン （ 型 式 ： LN-150） の 名 称 。
杭 ナ ビ に 電 源 を ⼊ れ る だ け で ⾃ 動 整 準 し 、 ス マ ー ト フ ォ ン や タ ブ レ ッ ト 端 末 か
ら の 操 作 で 簡 単 に ⾃ 動 追 尾 さ れ た プ リ ズ ム の 座 標 を 取 得 で き る 。  
 
※ 13： カーテンウォール 
建築物⾃⾝の軽量化や地震の際にガラスが⾶散することを防⽌することを⽬的に⾼層建築
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物で使⽤される軽量で取り外し可能な外壁。建物が受ける⼒を⽀持しない⾮耐⼒壁である
ため⾦属パネルや板ガラスなどの材質で作ることができ、全⾯ガラス張りの建物などに採
⽤されている。 
  



83 
 

参考資料-➀ 
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参考資料② 
かもーん 定期点検表 

 


